


【五島地区】
№ ページ 名   称 住   所 23 北徳洲会病院 西彼杵郡長与町北陽台1丁目5番1

1 1 長崎県上五島病院 南松浦郡上五島町青方郷１５４９-１１ 24 41 長崎友愛病院 長崎市蚊焼町２３１４-１

2 3 長崎県富江病院 五島市富江町狩立４９９ 25 43 医療法人光晴会病院 長崎市葉山1丁目3番12号
3 5 長崎県奈留医療センター 五島市奈留町浦１６４４ 26 45 虹が丘病院 長崎市虹が丘町１−１
4 7 小値賀町国民健康保険診療所 北松浦郡小値賀町笛吹郷１７５７-８

（内科系）
【対馬地区】 № 名   称 住   所

5 9 長崎県対馬病院 対馬市美津島町雞知乙1168番7 27 47 長崎市立野母崎診療所 長崎市野母町２２８３-７

28 49 新里クリニック浦上 長崎市茂里町３-２０
【平戸地区】 29 宮崎内科医院 長崎市白鳥町３-１２

6 11 平戸市民病院 平戸市草積町１１２５-１２ 30 51 長崎腎病院 長崎市興善町５-１
7 13 平戸市立生月病院 平戸市生月町山田免２９６５ 31 南長崎クリニック 長崎市松ヶ枝町３-２０
8 15 柿添病院 平戸市鏡川町278 32 53 白髭内科医院 長崎市片淵１-１３-２８

33 55 晴海台クリニック 長崎市晴海台町４３-５
【佐世保地区】 34 57 谷川放射線科胃腸科医院 長崎市若葉町６番１号

9 17 北松中央病院 佐世保市江迎町赤坂２９９ 35 59 たくま医院 長崎市深堀町３丁目２８５番地２

10 19 千住病院 佐世保市宮地町５-５
11 21 宇久診療所(佐世保総合） 佐世保市宇久町平郷２３４４

12 23 石坂脳神経外科 長崎県佐世保市卸本町30-42 36 奥平外科医院 長崎市梁川町４-１５
13 宮原病院 佐世保市藤原町46-5 37 長谷川医院 長崎市京泊３-３０-１７

【島原地区】 （小児科）
14 27 長崎県島原病院 島原市下川尻町７８９５ 38 おおつかこども医院 長崎市滑石６-３-１
15 29 泉川病院 南島原市深江丁２４０５ 39 みやぞえ小児科医院 長崎市矢上町２８−３１
16 31 哲翁病院 南島原市口之津町甲１１８１ 40 長崎県立こども医療福祉センター 諫早市永昌東町２４-３

【諫早地区】 （耳鼻科）
17 33 長崎原爆諫早病院 諫早市多良見町化屋986-2 41 61 重野耳鼻咽喉科 長崎市扇町１-２１
18 安永産婦人科医院 諫早市泉町17-22

（産科婦人科）
【長崎市近郊】 42 三浦産婦人科医院 西彼杵郡時津町野田郷２５-１

（総合）
19 井上病院 長崎市宝町６-１２ 【県外】
20 35 長崎掖済会病院 長崎市樺島町５-１６ 43 63 公立みつぎ病院 広島県尾道市御調町市１２４

21 37 十善会病院 長崎市淵町20-5 44 65 公立相馬総合病院 福島県相馬市新沼字坪ケ迫１４２

22 39 上戸町病院 長崎市上戸町４丁目２−２０

地域医療研修先一覧



病院外観などの

写真

６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

9．研修期間中にできること

（ ）

10．研修医が経験できる可能性のある手技

（ ）

11．研修医の勤務時間

12．宿舎

× 宿舎駐車場 × その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

◯ 寝具 ◯ 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ） ◯ エアコン

休日

◯ 宿舎 （宿舎費用： 0 　円／月

新患総合カン
ファ、病棟、処
置

病棟、検
査、処置
(RAF等)

病棟、検
査、処置
(CF等)

病棟CS、
BF等

在宅診療 休日

総合外来 一括検診 休日 休日

午後 （ 13:00 ～ 17:15 ）

午前 （ 8:30 ～ 12:00 ） 内科外来
検査
(UF.GIF)

病棟、救
急、ICU管
理

× その他

月 火 水 木 金 土 日

◯ 心臓血管エコー

◯ 気管支鏡 ◯ ＩＶＨ ◯ 腰椎穿刺 ◯ 創傷処理

◯ 上部内視鏡 ◯ 下部内視鏡 ◯ 腹部エコー

× 虐待 ◯ 在宅医療

× その他

◯ 予防医療（予防接種を含む） × 回復期のリハビリに関する業務 ◯ 分娩

２月 ３月

◯ 死亡診断書の記載

× 住民の健康講話等 ◯ 地域医療行政との交流 ◯ 社会復帰支援

8．外来研修が可能な日数 週に 1 日

× アドバンス・ケア・プランニング × 緩和ケア

× ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

１２月 １月

× ２週間 ◯ １か月 ◯ ２か月 ◯ ３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

１．医療機関名 長崎県上五島病院

　　（住所） 長崎県南松浦郡新上五島町青方郷1549-11

２．常勤医師数 25 人 （令和　6年　9月　1日現在）

５．標榜診療科

内科、脳神経内科、消化器内科、循環器内科、呼吸
器内科、腎臓内科、精神科、小児科、外科、脳神経
外科、整形外科、皮膚科、泌尿器科、産婦人科、眼
科、耳鼻いんこう科、リハビリテーション科、放射線
科

年度実績

４．研修受入上限人数 3 人 ／ 月

３．1日平均外来患者数 約 470.5 人 令和 5
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13．自家用車での通勤

14．病院食等の提供

円／食

15．入院施設について

床 （ 令和 6 年 月 1 日現在 ）

月 2 日 月 2 日

16．指導医のプロフィール

指導医の写真

17．研修医へのメッセージ

18．研修スタイル

ガンガン

　当院は地域の基幹病院として、保健、医療、介護、福祉の統合を目標に、地域と共に歩み、信頼される
病院作りを目指しています。疾病予防から、外来、入院、療養、リハビリにわたる一連の医療活動を包括
的に実践できるため、地域に、そして住民に寄り添う医療のすばらしさや、やりがいを体験できます。上
五島病院は上五島地区唯一の総合病院として、地域の診療所、老人保健施設、老人ホームなどの施設
と連携を取りながら、初期研修から専門診療までを行っています、訪問看護ステーションも併設し、学校
保健、母子保健、産業保健、検診事業にも積極的に取り組み、地域に根ざした包括ケアを実践していま
す。

ゆったり 〇

卒業 平成 13 年

専門分野 整形外科

ふりがな いちのみや　くにのり

氏名 一宮　邦訓

出身大学 自治医科大学

当直の有無 有・無・希望制

平日の宿直 程度 土日祝の日直・宿直 程度

9

１日平均入院患者数 112.9 人 令和 5 年度実績

× 病院食等の提供 食費： -

病床数 186

× 自家用車での通勤 駐車場代： -
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病院外観などの

写真

６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

9．研修期間中にできること

（ ）

10．研修医が経験できる可能性のある手技

（ ）

11．研修医の勤務時間

12．宿舎

１．医療機関名 長崎県富江病院

　　（住所） 　　長崎県五島市富江町狩立499番地

２．常勤医師数 3 人 （令和　6年9月　1日現在）

５．標榜診療科
内科、小児科、外科、整形外科
眼科、リハビリテーション科

年度実績

４．研修受入上限人数 1 人 ／ 月

３．1日平均外来患者数 約 72.1 人 令和 5

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

１２月 １月

× ２週間 ◯ １か月 × ２か月 × ３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 ２月 ３月

× 死亡診断書の記載

× 住民の健康講話等 × 地域医療行政との交流 × 社会復帰支援

8．外来研修が可能な日数 週に 2 日

× アドバンス・ケア・プランニング × 緩和ケア

○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

× 虐待 × 在宅医療

× その他

◯ 予防医療（予防接種を含む） ◯ 回復期のリハビリに関する業務 × 分娩

◯ 心臓血管エコー

◯ 気管支鏡 × ＩＶＨ ◯ 腰椎穿刺 ◯ 創傷処理

◯ 上部内視鏡 ◯ 下部内視鏡 ◯ 腹部エコー

◯ その他 CVカテーテル、胸腔穿刺、腹腔穿刺、関節穿刺、気管挿管

月 火 水 木 金 土 日

外来
外来
検査

休日 休日

午後 （ 13:00 ～ 17:15 ）

午前 （ 8:30 ～ 12:00 ） 外来 外来 外来

◯ 寝具 ◯ 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ） ◯ エアコン

休日

◯ 宿舎 （宿舎費用： 0 　円／月

病棟
在宅

特養診療 病棟 病棟
病棟
検査

休日

◯ 宿舎駐車場 × その他（　　　　　　　　　　　　　　　）
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13．自家用車での通勤

14．病院食等の提供

15．入院施設について

床 （ 令和 6 年 月 1 日現在 ）

月 1 日 月 1 日

16．指導医のプロフィール

17．研修医へのメッセージ

18．研修スタイル

× 病院食等の提供

病床数 55

◯ 自家用車での通勤 駐車場代： 無料

当直の有無 有・無・希望制

平日の宿直 程度 土日祝の日直・宿直 程度

9

１日平均入院患者数 52.6 人 令和 5 年度実績

卒業 平成 13 年

専門分野 -

ふりがな 　せきた　　たかはる

氏名  　関田　 　孝晴

出身大学 　東京大学

ガンガン

　当院は五島列島の五島市富江町に所在する病床55床の小さな一般病院です。富江町は人口約4000
人で高齢化率は42％を占め、外来や入院患者の多くは高齢者のため、高齢者医療が主体です。そのほ
かにも、夜間休日の救急外来、小児の予防接種や学校検診、また近隣介護施設への往診や在宅医療
など、総合的に富江町地区の医療の中核を担っています。
　当院での初期臨床研修の特色は「主治医としての即戦力」です。
１ヶ月という短期間ですが可能な限り主体的に検査や治療、医療介護福祉の連携について主治医として
マネジメントを経験していただきます。もちろん常勤医が全面的にバックアップしますので、未経験のケー
スや不安な部分については指導医と相談しながら方針決定のプロセスを学ぶことができます。設備や人
材など多くの面で大学病院とは異なる限られた医療資源の中で、いかに地域医療に貢献するか、また今
とこれからの高齢者医療を学び感じ取っていただければ幸いです。
　真面目なことばかり書きましたが、「オンとオフはしっかり」も当院研修の特色です。勤務時間外は五島
の美味しい料理やお酒、観光もしっかり堪能できますのでご安心ください。多くの先生方とお会いできる
ことを楽しみにしています。

　なお、現在貴院以外にも複数の基幹型研修病院から協力型研修病院として毎月定員２名の初期研修
医を受け入れています。ご応募をいただいた時点で既に年度の定員を超えてしまう場合にはお断りさせ
ていただく場合がございます。貴院から優先してお引き受けしたいと思っておりますので、お早めのお申
し込みをお願いいたします。

ゆったり 〇
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病院外観などの

写真

６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

9．研修期間中にできること

（ ）

10．研修医が経験できる可能性のある手技

（ ）

11．研修医の勤務時間

12．宿舎

○ 宿舎駐車場 × その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

○ 寝具 ○ 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ） ○ エアコン

休日

〇 宿舎 （宿舎費用： 5,000 　円／月

病棟・訪
問診察

病棟 病棟
病棟・訪
問診察

病棟 休日

外来 外来 休日 休日

午後 （ 13:00 ～ 17:15 ）

午前 （ 8:30 ～ 12:00 ） 外来 外来 外来

× その他

月 火 水 木 金 土 日

○ 心臓血管エコー

× 気管支鏡 ○ ＩＶＨ ○ 腰椎穿刺 ○ 創傷処理

○ 上部内視鏡 × 下部内視鏡 ○ 腹部エコー

× 虐待 ○ 在宅医療

× その他

○ 予防医療（予防接種を含む） ○ 回復期のリハビリに関する業務 × 分娩

２月 ３月

○ 死亡診断書の記載

× 住民の健康講話等 ○ 地域医療行政との交流 ○ 社会復帰支援

8．外来研修が可能な日数 週に 2.5 日

○ アドバンス・ケア・プランニング ○ 緩和ケア

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１２月 １月

× ２週間 ○ １か月 × ２か月 × ３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

１．医療機関名
長崎県五島中央病院附属診療所
奈留医療センター

　　（住所） 長崎県五島市奈留町浦１６４４番地

２．常勤医師数 2 人 （令和　6年　9月　1日現在）

５．標榜診療科
内科　外科　小児科　整形外科　眼科

精神科　泌尿器科　リハビリテーション科

年度実績

４．研修受入上限人数 1 人 ／ 月

３．1日平均外来患者数 約 52.5 人 令和 5
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13．自家用車での通勤

14．病院食等の提供

円／食

15．入院施設について

床 （ 令和 6 年 月 1 日現在 ）

月 4 日 月 1 日

16．指導医のプロフィール

指導医の写真

17．研修医へのメッセージ

18．研修スタイル

ガンガン

奈留島は長崎港の西に約90kｍにある五島列島のほぼ中央に位置する人口2,000人あまりの小さな島で
す。平成26年に52床の病院から19床の有床診療所となり常勤医2名で島内の医療は勿論のこと、保健
、福祉も含めて包括的な医療をめざしています。救急医療も一次から二次の一部をカバーし、より高次な
医療を必要とする場合は中核病院である五島中央病院と連携し最善の医療を提供できるようにしていま
す。小児から高齢者まで幅広い年齢層の外来研修と病棟での研修を基礎とし、通院が困難な方の訪問
診察　、老人ホームへの訪問診察などを経験することができます。また、離島医療や地域医療及び救急
搬送システムを経験する事により医師として大きく成長できるいい機会だと思います。

ゆったり ○

卒業 昭和 61 年

専門分野 消化器内科

ふりがな たけしま　ふみなお

氏名 竹島　史直

出身大学 長崎大学

当直の有無 有・無・希望制

平日の宿直 程度 土日祝の日直・宿直 程度

9

１日平均入院患者数 3.3 人 令和 5 年度実績

〇 病院食等の提供 食費： 500

病床数 19

〇 自家用車での通勤 駐車場代： 無料

-6-



病院外観などの

写真

６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

9．研修期間中にできること

（ ）

10．研修医が経験できる可能性のある手技

（ ）

11．研修医の勤務時間

12．宿舎

13．自家用車での通勤

１．医療機関名 小値賀町国民健康保険診療所

　　（住所） 長崎県北松浦郡小値賀町笛吹郷1757番地8

２．常勤医師数 1 人 （令和　6年　9月　1日現在）

５．標榜診療科 内科

年度実績

４．研修受入上限人数 2 人／ 月

３．1日平均外来患者数 約 42 人 令和 5

〇 〇 〇 〇 〇 〇

１２月 １月

× ２週間 〇 １か月 〇 ２か月 × ３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 ２月 ３月

× 死亡診断書の記載

× 住民の健康講話等 × 地域医療行政との交流 × 社会復帰支援

8．外来研修が可能な日数 週に 4 日

× アドバンス・ケア・プランニング × 緩和ケア

〇 〇 〇 〇 〇 〇

× 虐待 〇 在宅医療

× その他

〇 予防医療（予防接種を含む） × 回復期のリハビリに関する業務 × 分娩

〇 心臓血管エコー

〇 気管支鏡 〇 ＩＶＨ 〇 腰椎穿刺 〇 創傷処理

〇 上部内視鏡 × 下部内視鏡 〇 腹部エコー

× その他

月 火 水 木 金 土 日

外来 外来 休日 休日

午後 （ 14:00 ～ 17:00 ）

午前 （ 8:30 ～ 12:00 ） 外来 外来 外来

〇 寝具 〇 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ） 〇 エアコン

休日

〇 宿舎 （宿舎費用： 0 　円／月

外来
病棟

訪問診療
外来

病棟
離島診療

外来 休日

〇 宿舎駐車場 〇 その他（　テレビ　　　　）

〇 自家用車での通勤 駐車場代： 0
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14．病院食等の提供

円／食

15．入院施設について

床 （ 令和 6 年 月 1 日現在 ）

月 10 日 月 4 日

16．指導医のプロフィール

指導医の写真

17．研修医へのメッセージ

18．研修スタイル

〇 病院食等の提供 食費： 500

病床数 11

当直の有無 有・無・希望制

平日の宿直 程度 土日祝の日直・宿直 程度

9

１日平均入院患者数 4.3 人 令和 5 年度実績

卒業 平成 11 年

専門分野 内科

ふりがな くりはら　　りゅうじ

氏名 栗原隆二

出身大学 自治医大

ガンガン

　小値賀町国民健康保険診療所は令和４年９月に地域医療の拠点施設として新しく建替えされ、島内唯
一の医療機関として今日まで町内の健診から救急のすべての医療を一手に担っています。新しい診療
所は入院病床８床（一般８床）であり、常勤医師 １ 名、非常勤医師１名、レントゲン技師１名、理学療法
士１名、検査技師１名、看護師 １３ 名、補助看護師 2 名の体制で診療に臨んでいて、主な医療機器とし
て、Ｘ線一般撮影装置、Ｘ線テレビ装置、超音波診断装置、内視鏡（上部、下部）、ＣＴスキャナー等が設
置されています。
　通常の外来は５０ 人/日程度で、 慢性疾患・感染症がほとんどである。そのほか専門医を招聘を行っ
ており、小児科外来・整形外科・ 内科(肝臓)・精神科を１回/月、眼科・循環器内科を１回/２ヶ月、泌尿器
科１回/３ヶ月行っています。
　２次離島への往診も月２回あります。医師と研修医、看護師で２次離島に渡り、島の住民に対して診療
を行い薬の処方を行ています。
　また、ドクターヘリや船舶での急患搬送もあり、総合的な診療が求められるときがあります。
普段はゆっくりとした時間が流れる小値賀町ですが、医療スタッフと一緒に離島医療の前線で経験を積
んでみませんか。

ゆったり 〇
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病院外観などの

写真

６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

9．研修期間中にできること

（ ）

10．研修医が経験できる可能性のある手技

（ ）

11．研修医の勤務時間

12．宿舎

〇 宿舎駐車場 × その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

〇 寝具 〇 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ） 〇 エアコン

休日

〇 宿舎 （宿舎費用： 0 　円／月

病棟
処置

カンファ

病棟
内視鏡

病棟
処置

病棟
心カテ

訪問診療
病棟

休日

内視鏡
エコー

健診 休日 休日

午後 （ 13:30 ～ 17:15 ）

午前 （ 8:30 ～ 12:30 ）
外来
救急

病棟
透析

外来
救急

〇 その他 気管挿管、胸水穿刺、腹水穿刺、関節穿刺など

月 火 水 木 金 土 日

〇 心臓血管エコー

〇 気管支鏡 〇 ＩＶＨ 〇 腰椎穿刺 〇 創傷処理

〇 上部内視鏡 〇 下部内視鏡 〇 腹部エコー

× 虐待 ○ 在宅医療

○ その他 週ごとの内科ショートレクチャーや各科実習など。

○ 予防医療（予防接種を含む） ○ 回復期のリハビリに関する業務 △ 分娩（タイミング合えば）

２月 ３月

死亡診断書の記載

○ 住民の健康講話等 ○ 地域医療行政との交流 ○ 社会復帰支援

8．外来研修が可能な日数 週に 1 日

○ アドバンス・ケア・プランニング ○ 緩和ケア ○

〇 〇 〇 〇 〇 〇

× ３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

〇 〇 〇 〇 〇 〇

１２月 １月

× ２週間 〇 １か月 × ２か月

年度実績

４．研修受入上限人数 1 人 ／ 月

３．1日平均外来患者数 約 646.7 人 令和 5

１．医療機関名 長崎県対馬病院

　　（住所） 対馬市美津島町雞知乙1168番7

２．常勤医師数 39 人 （令和　6年　9月　1日現在）

５．標榜診療科

内科、循環器内科、小児科、外科、整形外科、産婦
人科、眼科、耳鼻咽喉科、精神科、放射線科、人工
透析内科、麻酔科、臨床検査科、リハビリテーショ
ン科、救急科、消化器内科、腫瘍内科、腫瘍外科、
緩和ケア放射線科、神経内科、血液内科、脳神経
外科、リウマチ科、泌尿器科、皮膚科
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13．自家用車での通勤

14．病院食等の提供

円／食（朝310円、昼・夜410円）

15．入院施設について

床 （ 令和 6 年 月 1 日現在 ）

月 2 日 月 1 日

16．指導医のプロフィール

17．研修医へのメッセージ

18．研修スタイル

ガンガン

　玄界灘に浮かぶ対馬は、有史以来、日本の領土でありながら、九州本土より朝鮮半島に近い離島です。古来、
魏志倭人伝にも記述があるように、大陸文化の架け橋として、日本の発展に貢献してきました。対馬島民の生活
は漁業や農業など第一次産業が基本です。最近では、韓国から自然を求めて多くの観光客が訪れるようになりま
した。島民は多くの人が純心、素朴であり、地理的、歴史的に医療に恵まれない地域であったため、医師患者関
係を大事にする傾向があります。人口移動が少なく、一度信頼されると家族ぐるみで受診します。このような島民
性は、医療従事者に十二分にやりがいをもたらしてくれます。航空機の発達により、福岡まで30分、長崎空港まで
35分で行けます。診療は1日600人を超える外来受診があり、総合診療として多彩な症例を経験できます。また、
消化器や循環器の専門医療を展開し、小児周産期や精神医療にも取り組んでおり、各領域の専門医の指導を受
けることができます。2次救急におていは、対馬市の基幹病院として年間約1000人の救急搬送を受け入れ、3次
救急においては、ドクターヘリの運航により、60分でフライングドクターが到着出来るようになりました。夜間や悪
天候時は従来の航空自衛隊救難ヘリが運航します。対馬では医師を含めた医療資源の乏しい地域で、“いかに
島民の健康を守るか”　が命題でした。昭和の時代から“対馬の医療の守り神”を合言葉に、住民健診など地域
の保健医療を守る活動が福祉や行政と連携して展開されてきました。対馬病院は、対馬いづはら病院と中対馬
病院との再編統合にて、平成27年5月17日に開院した新しい病院です。2病院時代から、初期臨床研修医の研修
病院として若い医師の養成に力を入れてきました。純心、素朴な島民性、医師をはじめとした職員の地域医療に
対する熱い思いが、若い医師にとっては臨床医として成長できる場だと確信しています。実践（手技）に重きを置く
指導です。消化器、循環器、総合医、小児科医、一般外科医を目指す研修医に適していると思われます。休日に
は釣りやシーカヤックなどのマリンレジャー、山登りやキャンプなどの山岳レジャー、史跡や野生保護センターな
どへの観光、郷土料理の食べ歩きなど、自然、歴史、文化、食を楽しんで頂きたいと思います。運がよければ、ツ
シマヤマネコに会えるかもしれません。

ゆったり ○

卒業 昭和 63 年

専門分野 外科

ふりがな やさか　たかひろ

氏名 八坂　貴宏

出身大学 長崎大学

当直の有無 有・無・希望制

平日の宿直 程度 土日祝の日直・宿直 程度

9

１日平均入院患者数 182.2 人 令和 5 年度実績

〇 病院食等の提供 食費： 1,120

病床数 275

〇 自家用車での通勤 駐車場代： 無料
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病院外観などの

写真

６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

9．研修期間中にできること

（ ）

10．研修医が経験できる可能性のある手技

（ ）

11．研修医の勤務時間

12．宿舎

13．自家用車での通勤

１．医療機関名 国民健康保険　平戸市民病院

　　（住所） 長崎県平戸市草積町1125-12

２．常勤医師数 7 人 （令和　6年　9月　1日現在）

５．標榜診療科
内科、外科、総合診療科、小児科、整形外科、
眼科、放射線科、リハビリテーション科、救急科

年度実績

４．研修受入上限人数 4 人 ／ 月

３．1日平均外来患者数 約 155 人 令和 5

〇 〇 〇 〇 〇 〇

１２月 １月

〇 ２週間 〇 １か月 〇 ２か月 〇 ３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 ２月 ３月

〇 死亡診断書の記載

〇 住民の健康講話等 × 地域医療行政との交流 〇 社会復帰支援

8．外来研修が可能な日数 週に 2.5 日

〇 アドバンス・ケア・プランニング 〇 緩和ケア

〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 虐待 〇 在宅医療

〇 その他 健診（事業所・乳幼児）、特老回診、検査科実習、放射線科実習、離島研修

〇 予防医療（予防接種を含む） 〇 回復期のリハビリに関する業務 × 分娩

〇 心臓血管エコー

× 気管支鏡 〇 ＩＶＨ 〇 腰椎穿刺 〇 創傷処理

〇 上部内視鏡 × 下部内視鏡 〇 腹部エコー

× その他

月 火 水 木 金 土 日

健診
外来

新患
救急

休日 休日

午後 （ 13:00 ～ 17:00 ）

午前 （ 8:00 ～ 12:00 ）
健診
外来

訪問看護
新患
救急

〇 寝具 〇 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ） 〇 エアコン

休日

〇 宿舎 （宿舎費用： 11,000 　円／月

病棟
回診

新患
救急

訪問診療 訪問診療 病棟 休日

〇 宿舎駐車場 〇 その他（調理器具など生活に必要な備品は揃っています）

〇 自家用車での通勤 駐車場代： 無料
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14．病院食等の提供

円／食 昼・夕食：500 円／食

15．入院施設について

床 （ 令和 6 年 月 1 日現在 ）

月 4 日 月 0 日

16．指導医のプロフィール

指導医の写真

17．研修医へのメッセージ

18．研修スタイル

〇 病院食等の提供 食費：

病床数 87

朝食：400

当直の有無 有・無・希望制

平日の宿直 程度 土日祝の日直・宿直 程度

9

１日平均入院患者数 65 人 令和 5 年度実績

卒業 平成 7 年

専門分野 地域医療、総合診療、医学教育

ふりがな なかおけ　りょうた

氏名 中桶　了太

出身大学 長崎大学

ガンガン

　平成7年長崎大学医学部卒業。10年間の基礎研究従事の後に平成17年12月より平戸市民病院で地域
医療を担当しています。病院内より病院外、訪問診療や、在宅支援を通じて地域や家族など患者さんの
背景を感じて診療に生かしたいと考えています。理論と実践、フィールドは病院外です。
　最近は、平戸の食材で料理を楽しんでいます。
【病院からのメッセージ】
　地域の医療機関では、医師だけでなく、看護師、検査技師、薬剤師などの病院スタッフ不足です。さら
に、都市と比較して高い高齢化率ですが、地域の医療は遅れた医療なのでしょうか？いいえ、少ないス
タッフは機動力を備えたチーム医療となり、高い高齢化率は10年先行く日本の姿、アジアの未来であり、
先取りした医療の姿なのです。さらに、予防医療で病気を少なくし、健康診断で早期発見・治療につな
げ、充実した福祉で安心を提供することが平戸市民病院を中心に展開している地域包括ケアです。
　毎日、健診を担当し予防医学の実践を行います。夕刻は指導医と共に一日のふりかえりを行い、日々
の研修の学びを深めていきます。
　このような地域医療、他職種連携、保健、医療、福祉の連携、慢性期の管理など急性期中心の大学病
院と違う経験はキャリアの幅を広げます。地域医療研修に関東、関西など24施設から研修医が集まって
きています。各地の研修医と交流できることも、魅力の一つです。また、研修医専用のワンルームタイプ
のお部屋は、風呂・トイレ別、インターネット完備で、環境面も充実しています。

ゆったり 〇
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病院外観などの
写真

６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○） できない月（×）

9．研修期間中にできること

（ ）

10．研修医が経験できる可能性のある手技

（ ）

11．研修医の勤務時間

12．宿舎

電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ） 〇 エアコン
〇 宿舎駐車場 × その他（               ）

休日

〇 宿舎
〇 寝具 〇

往診など 往診など 往診など 往診など 往診など 休日午後 （ 13:00 〜 17:15 ）

外来 外来 外来 外来 休日 休日

金 土 日

午前 （ 8:30 〜 12:00 ） 外来

× その他

月 火 水 木

× 心臓血管エコー
× 気管支鏡 × ＩＶＨ × 腰椎穿刺 〇 創傷処理
× 上部内視鏡 × 下部内視鏡 〇 腹部エコー

× 虐待 〇 在宅医療
〇 その他 健診

〇 予防医療（予防接種を含む） 〇 回復期のリハビリに関する業務 × 分娩

〇 アドバンス・ケア・プランニング × 緩和ケア 〇 死亡診断書の記載

8．外来研修が可能な日数

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
１２月 １月

3 人 ／ 月

× ３か月

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 ２月 ３月

３．1日平均外来患者数 約 90.9 人 令和 5

１．医療機関名 平戸市立生月病院
  （住所） 平戸市生月町山田免2965

２．常勤医師数 3 人 （令和 6年 9月 1日現在）

年度実績

４．研修受入上限人数

（宿舎費用：  円／月10,000

週に 2.5 日

５．標榜診療科
内科、外科、小児科、リハビリテーション

科、整形外科

× ２週間 〇 １か月 × ２か月

４月 ５月 ６月

〇 住民の健康講話等 〇 地域医療行政との交流 〇 社会復帰支援
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13．自家用車での通勤

14．病院食等の提供
円／食

15．入院施設について
床 （ 令和 6 年 月 1 日現在 ）

月 4 日 月 1 日

16．指導医のプロフィール

指導医の写真

17．研修医へのメッセージ

18．研修スタイル

ガンガン

年

専門分野 プライマリケア

（指導医からのメッセージ）
当院では、地域医療におけるプライマリケアの重要性を最前線の現場で学んでもらうため、研修医を一ヶ月間ほど
受け入れております。
研修医にとって、当院での研修がいろいろな側面から医療を考える良い機会となり、医師として成長していって
もらえたらと考えております。

（医療機関からのメッセージ）
 大自然に囲まれ、地域医療の最前線を学べる環境が当院にはあります。
これまで当院にて研修を受けられた研修医は、都市部の病院では得られない経験及び感動に、そして、離島、へき
地病院が抱える問題に直面し、将来に対する新たな気持ちを胸に医師として再出発をされたのではないかと思いま
す。
当院では、職員一同でバックアップをさせていただき、将来の医師像確立の一助となれますことを願っておりま
す。
 是非、生月病院で多くを感じてください。

ゆったり 〇

卒業 昭和 62

ふりがな やました まさみ

氏名 山下 雅巳

出身大学 長崎大学

有・無・希望制
程度 土日祝の日直・宿直 程度

当直の有無
平日の宿直

人 令和 5 年度実績１日平均入院患者数 36
952

〇 自家用車での通勤

〇 病院食等の提供

駐車場代： 無料

食費：

病床数

朝500・昼夕550
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病院外観などの

写真

６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

9．研修期間中にできること

（ ）

10．研修医が経験できる可能性のある手技

（ ）

11．研修医の勤務時間

12．宿舎

13．自家用車での通勤

１．医療機関名 医療法人医理会　柿添病院

　　（住所） 長崎県平戸市鏡川町２７８番地

２．常勤医師数 5 人 （令和　6年　9月　1日現在）

５．標榜診療科

外科、内科、整形外科、皮膚科、小児科、小児
外科、放射線科、泌尿器科、リハビリテーション
科、耳鼻咽喉科、脳神経外科、循環器内科、麻
酔科、血液内科、歯科

年度実績

４．研修受入上限人数 4 人／ 月

３．1日平均外来患者数 約 108 人 令和 5

〇 〇 〇 〇 〇 〇

１２月 １月

× ２週間 〇 １か月 〇 ２か月 × ３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 ２月 ３月

〇 死亡診断書の記載

× 住民の健康講話等 〇 地域医療行政との交流 〇 社会復帰支援

8．外来研修が可能な日数 週に 5.5 日

× アドバンス・ケア・プランニング 〇 緩和ケア

〇 〇 〇 〇 〇 〇

× 虐待 〇 在宅医療

× その他

〇 予防医療（予防接種を含む） 〇 回復期のリハビリに関する業務 × 分娩

〇 心臓血管エコー

〇 気管支鏡 〇 ＩＶＨ 〇 腰椎穿刺 〇 創傷処理

〇 上部内視鏡 〇 下部内視鏡 〇 腹部エコー

× その他

月 火 水 木 金 土 日

内視鏡
エコー

外来 外来 休日

午後 （ 14:00 ～ 17:00 ）

午前 （ 8:00 ～ 12:00 ）
内視鏡
エコー

外来 外来

〇 寝具 〇 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ） 〇 エアコン

休日

〇 宿舎 （宿舎費用： 無料 　円／月

手術 病棟 手術 病棟 病棟 休日

〇 宿舎駐車場 〇 その他（電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ等）

〇 自家用車での通勤 駐車場代： 無料
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14．病院食等の提供

円／食

15．入院施設について

床 （ 令和 6 年 月 1 日現在 ）

月 4 日 月 0-1日

16．指導医のプロフィール

指導医の写真

17．研修医へのメッセージ

18．研修スタイル

〇 病院食等の提供 食費： 無料

病床数 111

当直の有無 有・無・希望制

平日の宿直 程度 土日祝の日直・宿直 程度

9

１日平均入院患者数 86 人 令和 5 年度実績

卒業 昭和 58 年

専門分野 外科、肝臓、総合診療

ふりがな かきぞえ　さぶろう

氏名 柿添　三郎

出身大学 久留米大学

ガンガン

　一般的な疾患から、稀な症例まで経験できます。患者さんの疾病を治すだけではなく家族関係、生活
習慣、社会的立ち位置など考えながら患者さんの回復の手伝いをします。優しい人が多い平戸でどっ
ぷり地域医療に浸ってください。看護師、歯科衛生士をはじめ薬剤師、栄養士、レントゲン技師、検査技
師、理学療法士、作業療法士、言語療法士等メディカルスタッフと一緒に患者さん、患者さん家族ととも
に頑張りましょう。
　密な環境が憚れる新時代に、おいしい空気を吸って新鮮な海の幸、山の幸を味わいながら、旅で訪
れるのと一味違う、平戸での暮らしをして「お医者さん」してみませんか？コロナ禍でも地域なりに大変
なこともあります。そのあたりのことも体験してみてください。

ゆったり 〇
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病院外観などの
写真

６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○） できない月（×）

9．研修期間中にできること

（ ）

10．研修医が経験できる可能性のある手技

（ ）

11．研修医の勤務時間

12．宿舎

13．自家用車での通勤

電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

○ 自家用車での通勤 駐車場代： 無料

○ エアコン
○ 宿舎駐車場 ○ その他（食器及び調理器具      ）

休日

○ 宿舎
○ 寝具 ○

内視鏡 気管支鏡又は
心カテ 訪問看護 内視鏡又は

心カテ 訪問看護 休日午後 （ 13:30 〜 17:30 ）

内視鏡 外来 内視鏡 内視鏡 休日 休日

金 土 日

午前 （ 8:45 〜 12:30 ） 外来

○ その他 透析医療、心臓カテーテル検査

月 火 水 木

○ 心臓血管エコー
○ 気管支鏡 ○ ＩＶＨ ○ 腰椎穿刺 ○ 創傷処理
○ 上部内視鏡 ○ 下部内視鏡 ○ 腹部エコー

× 虐待 ○ 在宅医療
× その他

× 予防医療（予防接種を含む） ○ 回復期のリハビリに関する業務 × 分娩

× アドバンス・ケア・プランニング × 緩和ケア × 死亡診断書の記載

8．外来研修が可能な日数

✕ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ✕
１２月 １月

1 人 ／ 月

× ３か月

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 ２月 ３月

３．1日平均外来患者数 約 225.7 人 令和 5

１．医療機関名 地方独立行政法人 北松中央病院

  （住所） 長崎県佐世保市江迎町赤坂２９９

２．常勤医師数 9 人 （令和 6年 9月 1日現在）

年度実績

４．研修受入上限人数

（宿舎費用：  円／月0

週に 2 日

５．標榜診療科
内科、外科、呼吸器内科、

循環器内科、消化器内科、腎臓内科

○ ２週間 ○ １か月 × ２か月

４月 ５月 ６月

× 住民の健康講話等 × 地域医療行政との交流 × 社会復帰支援
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14．病院食等の提供
円／食

15．入院施設について
床 （ 令和 6 年 月 1 日現在 ）

月 3 日 月 0 日

16．指導医のプロフィール

指導医の写真

17．研修医へのメッセージ
長崎大学 第二内科に属しています。平成18年から大学の教官から当院に赴任しはや17年となり、理事

長になってから14年が経過しています。この間に保険診療の改定などから200床以上の病院では＇お腹が痛
い＇＇胸が痛い＇などの症状のみでは直接診療ができなくなっています。しかしながら、内科医の醍醐味は
症状から病気や病状を診断していくことだと思っています。このため、外来診療にも力を入れており、比較
的軽微な症状を訴えて受診される方も多くいます。その多くは軽症の患者さんですが、まれに、心筋梗塞や
くも膜下出血の患者さんが外来で普通に診療を待っていたりしています。短い期間ではありますが、診療機
器はそろっており、早期に診断し、治療に結びつけることができれば患者さんから感謝の言葉もよくいただ
きます。ぜひ内科医を目指されている方は、すでに診断のついている治療のみの大きな病院の専門医にとら
われず、このような経験もぜひしていただきたいと思います。

年

専門分野 内科 呼吸器内科

卒業 平成 63

ふりがな ひがしやま やすひと

氏名 東山 康仁

出身大学 長崎大学

有・無・希望制
程度 土日祝の日直・宿直 程度

当直の有無
平日の宿直

人 令和 5 年度実績１日平均入院患者数 77
9144

○ 病院食等の提供 食費： 400

病床数
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病院外観などの
写真

６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○） できない月（×）

9．研修期間中にできること

（ ）

10．研修医が経験できる可能性のある手技

（ ）

11．研修医の勤務時間

12．宿舎

４．研修受入上限人数

（宿舎費用：  円／月-

週に 5 日

５．標榜診療科
内科、呼吸器内科、循環器内科、消化器内
科、腎臓内科・人工透析内科、糖尿病・内
分泌内科、神経内科、血液内科

× ２週間 〇 １か月 × ２か月

４月 ５月 ６月

× 住民の健康講話等 × 地域医療行政との交流 ○ 社会復帰支援

３．1日平均外来患者数 約 66.79 人 令和 5

１．医療機関名 特定医療法人雄博会 千住病院
  （住所） 佐世保市宮地町5番5号

２．常勤医師数 17 人 （令和 6年 9月 1日現在）

年度実績

１２月 １月

1 人 ／ 月

× ３か月

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 ２月 ３月

〇 アドバンス・ケア・プランニング 〇 緩和ケア 〇 死亡診断書の記載

8．外来研修が可能な日数

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

× 虐待 ○ 在宅医療（訪問看護など）
○ その他 主治医意見書の記載など

〇 予防医療（予防接種を含む） 〇 回復期のリハビリに関する業務 × 分娩

○ 心臓血管エコー
× 気管支鏡 〇 ＩＶＨ × 腰椎穿刺 〇 創傷処理
× 上部内視鏡 × 下部内視鏡 〇 腹部エコー

午前 （ 8:30 〜 12:30 ）
オリエンテー

ション、
超音波検査、
内視鏡検査

〇 その他 胃ろうカニューレ、気切カニューレ交換、胸水穿刺

月 火 水 木

）

外来実習 病棟 透析実習
リハビリ病棟、

救急当番 休日 休日

金 土 日

× エアコン
× 宿舎駐車場 × その他（               ）

休日

× 宿舎の有無 ※ホテルを手配します。
× 寝具 ×

緩和ケア、
褥瘡回診

病棟
レクチャー

ワクチン接種、
カンファ、

抄読会

訪問看護
レクチャー

病棟、
救急当番 休日午後 （ 13:30 〜 17:00

電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）
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13．自家用車での通勤

14．病院食等の提供
円／食

15．入院施設について
床 （ 令和 6 年 月 1 日現在 ）

月 日 月 日

16．指導医のプロフィール

指導医の写真

17．研修医へのメッセージ

18．研修スタイル

9182（257）

× 自家用車での通勤の可否

〇 病院食等の提供

駐車場代： -

食費： 360

病床数（介護医療院75床含む）

出身大学 佐賀大学

有・無・希望制
程度 土日祝の日直・宿直 程度

当直の有無
平日の宿直

人 令和 5 年度実績１日平均入院患者数 211.1

ガンガン

年

専門分野 内科、呼吸器内科

 当院は地域包括ケア病棟、療養病棟、介護医療院を持つ急性期以降の亜急性期〜慢性期までの役割を果た
す病院です。緩和ケア病棟や訪問看護、訪問リハビリテーションもあり、癌の終末期や在宅支援にも対応す
ることできます。地域医療について、幅広く経験したい方にお勧めです。
 研修医指導は私が主に担当しますが、様々な経験をしてもらうために全病院的な教育に努めます。
 また、先生方のリクエストに応じて、適宜対応することもできますので、是非ご相談ください。
 先生方とお会いできることを楽しみにお待ちしています。

ゆったり 〇

卒業 平成 19

ふりがな せんじゅう ひろあき

氏名 千住 博明
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

9．研修期間中にできること

（ ）

10．研修医が経験できる可能性のある手技

（ ）

11．研修医の勤務時間

12．宿舎

13．自家用車での通勤

× 宿舎駐車場 × その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

○ 自家用車での通勤 駐車場代： 0

○ 寝具 ○ 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ） ○ エアコン

休日

○ 宿舎 （宿舎費用： 0 　円／月

外来 外来 外来 往診 外来 休日

外来 外来 休日 休日

午後 （ 13:30 ～ 17:15 ）

午前 （ 8:30 ～ 12:30 ） 外来 検査 外来

× その他

月 火 水 木 金 土 日

○ 心臓血管エコー

× 気管支鏡 ○ ＩＶＨ × 腰椎穿刺 ○ 創傷処理

○ 上部内視鏡 × 下部内視鏡 ○ 腹部エコー

× 虐待 ○ 在宅医療

× その他

○ 予防医療（予防接種を含む） × 回復期のリハビリに関する業務 × 分娩

２月 ３月

○ 死亡診断書の記載

× 住民の健康講話等 ○ 地域医療行政との交流 × 社会復帰支援

8．外来研修が可能な日数 週に 4 日

× アドバンス・ケア・プランニング × 緩和ケア

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

１２月 １月

× ２週間 ○ １か月 × ２か月 × ３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

１．医療機関名
地方独立行政法人
佐世保市総合医療センター宇久診療所

　　（住所） 長崎県佐世保市宇久町平2344番地

２．常勤医師数 2 人 （令和　6年　8月　1日現在）

５．標榜診療科 内科・外科・小児科・眼科

年度実績

４．研修受入上限人数 1 人／ 月

３．1日平均外来患者数 約 59 人 令和 5

-21-



14．病院食等の提供

円／食

15．入院施設について

床 （ 令和 6 年 月 1 日現在 ）

月 8 日 月 0 日

16．指導医のプロフィール

17．研修医へのメッセージ

18．研修スタイル

ガンガン

宇久診療所がある宇久島は佐世保市西方約６０ｋｍにある五島列島最北端にある離島です。人口は
約1,770人　高齢化率61%　基幹産業は農業及び漁業、商工業です。
ベット数は一般病床１７床の有床診療所です。所長である私と令和6年4月に赴任された高塚二郎先生
の2名体制です。高塚先生は外科専門医、消化器内視鏡専門医であります。
患者さんは乳幼児から高齢者の方が様々な病状で来られ、あらゆる疾患を診ることができます。ま
た、地域の教育・保健・福祉関係機関と連携しており、学校健診・予防接種・福祉施設の往診など多種
の業務を経験できます。
救急患者の受け入れもあり高度な医療機関を有する本院である佐世保市総合医療センターへの患者
移送等バックアップ体制も構築しています。
風光明媚な宇久島で穏やかな島民の方に囲まれ、診療所スタッフと共に安心・安全な医療の提供を
実践し研修してみてはいかがでしょうか。

ゆったり ○

卒業 昭和 55 年

専門分野 総合医　脳神経外科

ふりがな きべ　みちひろ

氏名 岐部　道広

出身大学 福岡大学

当直の有無 有・無・希望制

平日の宿直 程度 土日祝の日直・宿直 程度

8

１日平均入院患者数 10 人 令和 5 年度実績

○ 病院食等の提供 食費： 0

病床数 17
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病院外観などの

写真

６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

9．研修期間中にできること

（ ）

10．研修医が経験できる可能性のある手技

（ ）

11．研修医の勤務時間

12．宿舎

13．自家用車での通勤

○ 寝具 ○

○ 宿舎駐車場 × その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

○ 自家用車での通勤 駐車場代： 3000円／月

電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ） ○ エアコン

休日

○ 宿舎 （宿舎費用： 無料 　円／月

外来 外来 手術 手術 外来 休日午後 （ 14:30 ～ 18:00 ）

月 火 水 木 金 土 日

午前 （ 8:20 ～ 13:00 ） 外来 病棟 外来 病棟 外来 休日 休日

× 気管支鏡 ○ ＩＶＨ ○ 腰椎穿刺 ○ 創傷処理

○ その他 縫合、穿頭手術、挿管、頚部血管エコー、神経画像読影

○ その他 プライマイケア/脳神経救急対応、手術、地域での医療系イベント企画など

× 上部内視鏡 × 下部内視鏡 × 腹部エコー × 心臓血管エコー

× 虐待 × 在宅医療 ○
ソーシャルワーカーやケアマ
ネージャーとの交流

× 予防医療（予防接種を含む） ○ 回復期のリハビリに関する業務 × 分娩

２月 ３月

× 死亡診断書の記載

○ 住民の健康講話等 × 地域医療行政との交流 × 社会復帰支援

8．外来研修が可能な日数 週に 5 日

× アドバンス・ケア・プランニング × 緩和ケア

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１２月 １月

○ ２週間 ○ １か月 ○ ２か月 ○ ３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

１．医療機関名 石坂脳神経外科

　　（住所） 長崎県佐世保市卸本町30-42

２．常勤医師数 2 人 （令和6年9月１日現在）

５．標榜診療科
脳神経外科　神経内科
リハビリテーション科

年度実績

４．研修受入上限人数 1 人／ 月・年

３．1日平均外来患者数 約 120 人 令和 5
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14．病院食等の提供

円／食

15．入院施設について

床 （ 令和 6 年 月 1 日現在 ）

月 日 月 日

16．指導医のプロフィール

指導医の写真

17．研修医へのメッセージ

18．研修スタイル どちらにも調整できます。

ガンガン

　入院病床を持つ地域のかかりつけ医である有床診療所を経験してみませんか？一般病院、無床診
療所とは少し異なる機能を有しており地域包括ケアの重要な役割を担っております。
外来、救急、手術、他業種との医療系イベント企画、法人内の介護との連携、先生方が興味あることを
やっていただきたいと思います。将来開業を考えている先生は経営についても学べます。色々経験し
たい先生、ぜひ一緒に学びましょう！
当院は地域のかかりつけ医＋脳神経専門医療の2本柱で診療を行っております。専門性 (縦)を深めな
がら、幅広くかかりつけ医療 (横)も行う、いわゆるT字型専門医を目指しております。神経系疾患は決
してマニアックな分野ではなく、プライマリケアが多く学べる分野であることを実感いただけると思いま
す。多く外来を経験することで神経系への苦手意識がなくなり、外科手技も学べる研修をお約束しま
す。外科系はちょっと、、という方は外来診療のみの研修も可能です。

当院でできること👇
👉かかりつけ医としてのプライマリケア (生活習慣病から心不全、感染症、不眠症 etc..)

👉めまい、しびれ、頭痛、失神などのよくある主訴に対する専門的診断と治療

👉外科系の特徴を生かした手技習得, 切創から開頭/脊椎/末梢神経の全麻手術まで

👉脳卒中の初期治療から回復期リハビリテーション、地域との連携 (地域包括ケア)

👉認知症やパーキンソン病、てんかんなどのありふれた神経内科疾患への日常的診療

👉CT、MRIなど神経画像読影

👉オンライン診療などITを使用した医療

👉医療職以外の街の人々とのコラボ啓蒙イベント企画　(下記写真を参照ください)

（これまで  認知症xワインバー、マインドフルネスx古民家、睡眠x小学校など企画）

医院横に併設する宿舎隣は居酒屋でなかなかの評判です🍺

ゆったり ○

卒業 平成 16 年

専門分野
脳神経外科専門医　脳卒中専門医　脊椎
脊髄外科専門医　認知症サポート医

ふりがな いしざか　しゅんすけ

氏名 石坂　　　　俊輔

出身大学 山口大学

当直の有無 有・無・希望制

平日の宿直 程度 土日祝の日直・宿直 程度

9

１日平均入院患者数 19 人 令和 5 年度実績

○ 病院食等の提供 食費： 無料

病床数 19
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当院で住民、地域の医療、介護職、包括ケアセンターとの勉強会

ダイニングカフェにて他業種との認知症フレンドリーまちづくり勉強会

九十九島を望む古民家で神経内科医師によるマインドフルネス講演会
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病院外観などの
写真

６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○） できない月（×）

9．研修期間中にできること

（ ）

10．研修医が経験できる可能性のある手技

（ ）

11．研修医の勤務時間

12．宿舎

１．医療機関名 長崎県島原病院
  （住所） 島原市下川尻町7895

２．常勤医師数 33 人 （令和 6年 9月 1日現在）

年度実績

1 人 ／ 月

３か月

３．1日平均外来患者数 約 223 人 令和 5

４．研修受入上限人数

５．標榜診療科

内科（循環器内科・消化器内科・呼吸器内科・血
液内科）・外科・整形外科・脳神経外科・小児
科・泌尿器科・リハビリテーション科・放射線
科・麻酔科・病理診断科・耳鼻咽喉科・眼科（休

〇 ２週間 〇 １か月 × ２か月 ×

〇

GIS GIS 休日 休日

〇
〇 気管支鏡 〇 ＩＶＨ 〇 腰椎穿刺 〇 創傷処理
× その他

月 火 水 木 金 土

９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
× × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 ×

４月 ５月 ６月 ７月 ８月

8．外来研修が可能な日数 週に
内科 0.5日

小児科 2.5日
外科 0.5日

日

〇 社会復帰支援
予防医療（予防接種を含む） × 回復期のリハビリに関する業務 × 分娩

〇 住民の健康講話等 〇 地域医療行政との交流
〇

〇 アドバンス・ケア・プランニング 〇 緩和ケア 〇 死亡診断書の記載

〇 虐待 × 在宅医療
× その他

上部内視鏡 〇 下部内視鏡 〇 腹部エコー 〇 心臓血管エコー

日

午前 （ 8:45 〜 12:00 ） GIS 透視 心カテ
中央処置室

午後 （ 13:00 〜 17:30 ） フリー 心エコー
EDSなど BF 急患対応 フリー 休日 休日

宿舎 （宿舎費用： 無料  円／月
〇 寝具 〇 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ） 〇 エアコン
〇 宿舎駐車場 × その他（               ）
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13．自家用車での通勤

14．病院食等の提供
円／食

15．入院施設について
床 （ 令和 6 年 月 1 日現在 ）

月 2~3 日 月 1 日

16．指導医のプロフィール

指導医の写真

17．研修医へのメッセージ

18．研修スタイル

当直の有無 有・無・希望制
平日の宿直

〇 自家用車での通勤 駐車場代： 無料

× 病院食等の提供 食費： -

病床数
１日平均入院患者数

254 9
168 人 令和 5 年度実績

程度 土日祝の日直・宿直 程度

ふりがな やまにし みきお

自治医科大学

昭和 62 年卒業

出身大学

氏名 山西 幹夫

専門分野 消化器内科

 【指導医からのメッセージ】
自治医科大学卒業後は、国立長崎中央病院（現在の国立長崎医療センター）でローテート研修を受け、その
後途中２年間の消化器内科の専門研修（亀田総合病院、癌研究会付属病院）を行いながら、平成１５年まで
離島の中核病院で総合内科医として勤務しました。現在の病院へは平成１８年から消化器内科医として勤務
しており、特に内視鏡診断・内視鏡的治療を得意分野としています。
当然、研修医の先生方には、消化器領域のみならず、離島での経験を生かした指導をするつもりでいます。
年甲斐もなく、まだまだ自分も若いつもりでいますので、皆さんも若きエネルギーを当院で燃やしてみませ
んか。

【病院からのメッセージ】
長崎県島原病院は島原半島における基幹病院であるため、あらゆる患者さんが来られます。そのため、救急
を始めとしたプライマリ・ケアから専門的治療まで一連の流れを多数経験することができます。
また、中規模病院として小回りが利き、各診療科は密に連携しており、診療科の壁が全くありません。
熱い指導医のもと少数精鋭の研修医で、研修目標に向かって多くの症例を経験することができます。研修医
の特徴に合わせたフレキシブルな対応も可能です。
研修医のみなさん、島原病院で研修してみませんか。

ゆったり 〇 ガンガン
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病院外観などの
写真

６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○） できない月（×）

9．研修期間中にできること

（ ）

10．研修医が経験できる可能性のある手技

（ ）

11．研修医の勤務時間

４．研修受入上限人数

週に 5 日

５．標榜診療科

内科、呼吸器内科、呼吸器内科（化学療法）、感染
症内科、消化器内科、循環器内科、腎臓内科、アレ
ルギー科、人工透析内科、泌尿器科、外科、呼吸器
外科、消化器外科、乳腺外科、整形外科、リウマチ
科、皮膚科、放射線科、リハビリテーション科、麻
酔科

〇 ２週間 〇 １か月 〇 ２か月

４月 ５月 ６月

〇 住民の健康講話等 〇 地域医療行政との交流 × 社会復帰支援

３．1日平均外来患者数 約 189 人 令和 5

１．医療機関名 医療法人 栄和会 泉川病院
  （住所） 南島原市深江町丁2405

２．常勤医師数 13 人 （令和 6年 9月 1日現在）

年度実績

１２月 １月

1 人 ／ 月

〇 ３か月

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 ２月 ３月

〇 アドバンス・ケア・プランニング 〇 緩和ケア 〇 死亡診断書の記載

8．外来研修が可能な日数

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

× 虐待 〇 在宅医療
× その他

× 予防医療（予防接種を含む） 〇 回復期のリハビリに関する業 × 分娩

〇 心臓血管エコー
〇 気管支鏡 〇 ＩＶＨ 〇 腰椎穿刺 〇 創傷処理
〇 上部内視鏡 〇 下部内視鏡 〇 腹部エコー

午前 （ 8:30 〜 12:00 ） 外来診療
病棟検査

〇 その他 ペースメーカー植え込み、心臓カテーテル検査、経皮的冠動脈拡張・ステント留置術、IABA、人工
透析

月 火 水 木

）

外来診療
病棟検査

外来診療
病棟検査

外来診療
病棟検査

外来診療
病棟検査

休日又は外
来診療

休日

金 土 日

休日
心カテ検査・病棟
回診※希望により

夜間対応

心カテ検査・病棟
回診※希望により

夜間対応

心カテ検査・病
棟回診※希望に
より夜間対応

心カテ検査・病棟
回診※希望により

夜間対応
病棟回診 休日午後 （ 13:00 〜 17:30
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12．宿舎

13．自家用車での通勤

14．病院食等の提供
円／食

15．入院施設について
床 （ 令和 6 年 月 1 日現在 ）

月 3 日 月 1 日

16．指導医のプロフィール

指導医の写真

17．研修医へのメッセージ

18．研修スタイル

（宿舎費用：  円／月0
〇 エアコン

〇 宿舎駐車場 × その他（               ）

〇 宿舎の有無
〇 寝具 〇

9120

〇 自家用車での通勤の可否

〇 病院食等の提供

駐車場代： 無料

食費： 280

病床数

出身大学 帝京大学

有・無・希望制
程度 土日祝の日直・宿直 程度

当直の有無
平日の宿直

人 令和 5 年度実績１日平均入院患者数 101.2

電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

〇 ガンガン

年

専門分野
循環器内科、CVIT認定医、九州CVIT
評議員

 当院は、医局制で各診療科間の連携もよく幅広く研修できる環境です。急性期医療は勿論のこと、介護、在宅医療（緩和ケア）も法人内で完結
できる医療体制に力を注いでおります。当院が位置する島原半島南部深江町は高齢化が深刻なだけに、お年寄り目線の研修が出来るよう指導して
いきます。
 ※研修テーマ：『急患・救急車は断りません！』地域に特化した救急〜在宅まで一貫してバックアップできる施設を備えております。近年は、
虚血性心疾患に特化した県内でも有数の治療実績があり、24時間365日院長自ら待機を受け、緊急カテーテルに備えております。毎年7月には、著
名な先生方をお招きして、心臓カテーテル研究会（STIC：SHIMABARA Transradial Interventional Conference）を行っております。
 又、災害医療派遣を看護師、臨床検査技師、放射線技師等と共に行っております。毎年2回の訓練も行い、支援活動で経験した中で培った実績を
元に、独自の吟味された装備を備え、災害発生の一報と同時に緊急出動し活動を行っています。最先端まで進み、状況把握のため歩いて情報収
集、被災者を探索。その情報を持ち寄り地図の作成を行い、チーム内で共有し被災者の方に対して支援を行っています。現場では、医療処置が必
要な場合は直ちに対応・処置を行った後、後方支援の救急対応ができる病院へ搬送を行なっています。
 当院の指針は、上記にあります通り、急患・救急車は断らないことをモットーに救急医療に取組んでおります。『何でもありの救急医療』『看
取り医療』と当院では様々な研修・経験がが出来ることは間違いありません。

ゆったり

卒業 平成 15

ふりがな いずみかわ たくや

氏名 泉川 卓也
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病院外観などの

写真

６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

9．研修期間中にできること

（ ）

10．研修医が経験できる可能性のある手技

（ ）

11．研修医の勤務時間

12．宿舎

13．自家用車での通勤

１．医療機関名 医療法人博愛会　哲翁病院

　　（住所） 長崎県南島原市口之津町甲1181番地

２．常勤医師数 4 人 （令和　6年　9月　1日現在）

５．標榜診療科
内科、消化器科、外科、神経内科、婦人科、

リハビリテーション科

年度実績

４．研修受入上限人数 1 人 ／ 月

３．1日平均外来患者数 約 146 人 令和 5

〇 〇 〇 〇 〇 〇

１２月 １月

× ２週間 〇 １か月 × ２か月 × ３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 ２月 ３月

× 死亡診断書の記載

× 住民の健康講話等 × 地域医療行政との交流 × 社会復帰支援

8．外来研修が可能な日数 週に 6 日

× アドバンス・ケア・プランニング 〇 緩和ケア

〇 〇 〇 〇 〇 〇

× 虐待 〇 在宅医療

× その他

〇 予防医療（予防接種を含む） × 回復期のリハビリに関する業務 × 分娩

〇 心臓血管エコー

× 気管支鏡 〇 ＩＶＨ × 腰椎穿刺 〇 創傷処理

〇 上部内視鏡 × 下部内視鏡 〇 腹部エコー

× その他

月 火 水 木 金 土 日

休日 休日

午後 （ 15:00 ～ 17:30 ）

午前 （ 8:30 ～ 12:30 ）
※実際の勤務時間・内容につきましては相談しなが

ら調整いたします。

〇 寝具 〇 電家製品（冷蔵庫・電子レンジ） 〇 エアコン

休日

〇 宿舎 （宿舎費用： 無料 　円／月 院外（病院から約2㎞）

休日
※実際の勤務時間・内容につきましては相談しなが

ら調整いたします。

〇 宿舎駐車場 その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

〇 自家用車での通勤 駐車場代： 無料
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14．病院食等の提供

円／食

15．入院施設について

床 （ 令和 6 年 月 1 日現在 ）

月 2 日 月 - 日

16．指導医のプロフィール

指導医の写真

17．研修医へのメッセージ

18．研修スタイル

〇 病院食等の提供 食費： 無料

病床数 88

当直の有無 有・無・希望制

平日の宿直 程度 土日祝の日直・宿直 程度

9

１日平均入院患者数 66 人 令和 5 年度実績

卒業 昭和 58 年

専門分野 内科・消化器内科

ふりがな てつおう　かずひろ

氏名 哲翁　和博

出身大学 福岡大学

ガンガン

　私は昭和58年、福岡大学を卒業し、当時九州で20名前後だった日本内科学会総合内科専門医の資格をとりまし
た。その後、消化管診断学では最先端の教室でありました福岡大学筑紫病院内科消化器科にて、八尾恒良先生
の指導を受けました。
　哲翁病院には平成4年から勤務しておりますが、疾患は多岐にわたり、外来は総合診療科の様相を呈していま
す。従って私一人での消化管疾患の検査、診断には限度があり、長崎大学消化器内科、福岡大学筑紫病院から
上級医を派遣していただき、上部消化管(年間1,300例)、下部消化管内視鏡検査(同280例)、上部消化管透視検査
(同1,000例)を行っております。消化管に興味のある研修医には豊富な症例を提供できると考えます。
　私のほか、内科医、外科医が神経疾患、リハビリテーション、癌化学療法、緩和医療を行っており、研修に対応し
ます。また、産科・婦人科においては、婦人科医による密度の濃い妊婦健診の診察が行えます。加えて二次救急
医療機関としての救急対応、通院困難な患者への訪問診療を行っており、地域医療の現状を実感することが出来
ます。また、年間1,000例を超える健診において、消化器内科、外科、産婦人科が一体となった癌検診を行っていま
す。
　病棟には、外来からの様々な疾患患者のほか、近隣の基幹病院から紹介して頂いた術後管理、脳卒中、リハビ
リに加え、末期癌患者も多く、終末期医療も経験できます。その他にも、訪問診療、訪問看護、訪問リハビリの経験
もできます。
　地域医療に興味のある研修医諸君の期待に沿えるよう、スタッフ一同努力を惜しみません。

ゆったり 〇
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病院外観などの

写真

６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

9．研修期間中にできること

（ ）

10．研修医が経験できる可能性のある手技

（ ）

11．研修医の勤務時間

12．宿舎

13．自家用車での通勤

１．医療機関名 日本赤十字社長崎原爆諫早病院

　　（住所） 長崎県諫早市多良見町化屋986-2

２．常勤医師数 13 人 （令和　6年　9月　1日現在）

５．標榜診療科 呼吸器内科・消化器内科・循環器内科

年度実績

４．研修受入上限人数 1 人 ／ 月

３．1日平均外来患者数 約 102 人 令和 5

〇 〇 〇 〇 〇 〇

１２月 １月

〇 ２週間 〇 １か月 〇 ２か月 〇 ３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 ２月 ３月

○ 死亡診断書の記載

× 住民の健康講話等 ○ 地域医療行政との交流 ○ 社会復帰支援

8．外来研修が可能な日数 週に 月～水 日

○ アドバンス・ケア・プランニング × 緩和ケア

〇 〇 〇 〇 〇 〇

× 虐待 ○ 在宅医療

× その他

〇 予防医療（予防接種を含む） ○ 回復期のリハビリに関する業務 × 分娩

〇 心臓血管エコー

〇 気管支鏡 〇 ＩＶＨ × 腰椎穿刺 × 創傷処理

〇 上部内視鏡 × 下部内視鏡 〇 腹部エコー

× その他

月 火 水 木 金 土 日

診療 診療 休日 休日

午後 （ 12:45 ～ 17:00 ）

午前 （ 8:30 ～ 12:00 ） 診療 診療 診療

× 寝具 △ 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ） 〇 エアコン

休日

〇 宿舎 （宿舎費用： 13,000 　円／月

診療 診療
診療、気管

支鏡
診療

診療、気管
支鏡

休日

〇 宿舎駐車場 その他（　　　　　　　　　　　　　）

〇 自家用車での通勤 駐車場代： 無料
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14．病院食等の提供

円／食

15．入院施設について

床 （ 令和 　 6 年 月 1 日現在 ）

月 0 日 月 0 日

16．指導医のプロフィール

指導医の写真

17．研修医へのメッセージ

18．研修スタイル

× 病院食等の提供 食費： -

病床数 １３０

当直の有無 有・無・希望制

平日の宿直 程度 土日祝の日直・宿直 程度

8

１日平均入院患者数 4.6 人 令和 5 年度実績

卒業 平成 16 年

専門分野 呼吸器、感染症

ふりがな ながよし　ようすけ

氏名 永吉　洋介

出身大学 長崎大学

ガンガン

　当院は内科単独の診療体制のもとに総合健診（人間ドック）、一般診療（急性期、回復期、リハビリ）お
よび訪問診療を行っています。一般診療では、標榜科数の少ない病院ではありますが、その分診療科の
専門領域に捉われず幅広い疾患の診療が行えます。また地域の療養型病院、診療所、施設等との結び
つきが強く、プライマリーから専門領域、急性期から回復期まで、さまざまな段階の患者さんのニーズに
対応することが可能です。週3日で救急輪番にも対応しており、希望に応じて救急診療も研修できます。
呼吸器内科には4名（専攻医を含む）の医師が在籍しており、当院の入院患者さんの多くを担当していま
す。研修医の先生には主に呼吸器内科の患者さんを担当していただきますが、希望に応じて循環器科、
消化器科の患者も担当することが可能です。新型コロナウィルス感染症の重点医療機関でありながら、
県内で最多の結核入院診療数を維持しているのも当院の特徴の一つです。呼吸器科以外を志望の先
生も歓迎しますので、是非当院での研修を検討してみてください。

ゆったり 〇
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病院外観などの
写真

６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○） できない月（×）

9．研修期間中にできること

（ ）

10．研修医が経験できる可能性のある手技

（ ）

11．研修医の勤務時間

12．宿舎

13．自家用車での通勤

４．研修受入上限人数

（宿舎費用：  円／月×

週に 5 日

５．標榜診療科
内科・消化器内科・心臓外科・呼吸器内科・気管食道内科・糖尿病内科・脂質代謝内科・感染症内科・老年
内科・内視鏡内科・腎臓内科・外科・消化器外科・肛門外科・腫瘍外科・脳神経外科・整形外科・リハビリ

テーション科・リウマチ科・皮膚科・泌尿器科・性感染症泌尿器科・放射線科・麻酔科

〇 ２週間 × １か月 × ２か月

４月 ５月 ６月

× 住民の健康講話等 〇 地域医療行政との交流 〇 社会復帰支援

３．1日平均外来患者数 約 175.8 人 令和 5

１．医療機関名 公益社団法人日本海員掖済会長崎掖済会病院

  （住所） 長崎市樺島町５番１６号

２．常勤医師数 11 人 （令和 6年 9月 1日現在）

年度実績

１２月 １月

1 人 ／ 月

× ３か月

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 ２月 ３月

× アドバンス・ケア・プランニング × 緩和ケア 〇 死亡診断書の記載

8．外来研修が可能な日数

× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇

× 虐待 × 在宅医療
× その他

× 予防医療（予防接種を含む） 〇 回復期のリハビリに関する業務 × 分娩

〇 心臓血管エコー
× 気管支鏡 × ＩＶＨ 〇 腰椎穿刺 〇 創傷処理
〇 上部内視鏡 〇 下部内視鏡 〇 腹部エコー

午前 （ 8:30 〜 12:00 ） 外来診療・
病棟回診

〇 その他 整形外科・外科手術

月 火 水 木

）

外来診療・
病棟回診

外来診療・
病棟回診

外来診療・
病棟回診

外来診療・
病棟回診 休日 休日

金 土 日

× エアコン
× 宿舎駐車場 × その他（               ）

休日

× 宿舎の有無
× 寝具 ×

外来診療・
病棟回診

外来診療・
病棟回診

外来診療・
病棟回診

外来診療・
病棟回診

外来診療・
病棟回診 休日午後 （ 13:00 〜 17:00

〇 自家用車での通勤の可否 駐車場代： 近隣駐車場自己負担

電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）
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14．病院食等の提供
円／食 （昼食税込）

15．入院施設について
床 （ 令和 6 年 月 1 日現在 ）

月 0 日 月 0 日

16．指導医のプロフィール

指導医の写真

17．研修医へのメッセージ

18．研修スタイル

9124

〇 病院食等の提供 食費： 396

病床数

出身大学 長崎大学

有・無・希望制
程度 土日祝の日直・宿直 程度

当直の有無
平日の宿直

人 令和 5 年度実績１日平均入院患者数 88.6

ガンガン

年

専門分野 整形外科

（病院からのメッセージ）
当院は、日本海員掖済会のなかで、全国に８施設ある病院の一つの施設になります。
設立時は、船員に対する支援を目的として、船員の教育訓練、宿泊施設の整備、乗船のあっせん等のほか、
船員に対する医療事業を行っておりました。
現在では、船員支援事業、医療事業、介護事業のほかにも無料定額診療などの社会福祉事業も行なっており
ます。
令和２年４月1日には、本事業の公益性が認められ、新たに公益法人として認定されました。
当院は、長崎市の中心部に位置し、長崎医療圏における二次救急病院として、地域の皆様に寄り添う安心で
信頼できる医療の提供を目指しています。また、訪問看護事業や居宅介護支援事業も行っており、通院、入
院中から退院後まで、患者様とご家族をサポートしています。
（指導医からのメッセージ）
大病院と異なり、地域医療の第一線病院の医療を習得できると思います。研修後の就職も歓迎します。

ゆったり 〇

卒業 昭和 58

ふりがな ともなが ただし

氏名 朝長 匡
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病院・写真

６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

９．研修期間中にできること

10．研修医が経験できる可能性のある手技

11．研修医の勤務時間

12．宿舎

１．医療機関名

　　（住所）

２．常勤医師数

５．標榜診療科

× ○

○
アドバンス・ケア・プランニン
グ

緩和ケア

その他 （

土 日

午前 （

４．研修受入上限人数 1～2 人 ／

３．1日平均外来患者数 約 106 人 令和

３か月

内科・消化器科・循環器科・呼吸器科・
神経内科・脳神経外科・外科・整形外科・
形成外科・肛門科・泌尿器科・放射線科
リウマチ科・リハビリテーション科

5

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

虐待 在宅医療

１月 ２月 ３月

○ ２週間 １か月 ２か月

○ 予防医療(予防接種を含む) ○
回復期のリハビリに関する
業務

分娩

住民の健康講話等 地域医療行政との交流 ○ 社会復帰支援

死亡診断書の記載

○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ × ×

８．外来研修が可能な日数 週に　5　日

8:30

）

○ 上部内視鏡 下部内視鏡 ○

創傷処理

その他 （ ）

腹部エコー ○ 心臓血管エコー

気管支鏡 ＩＶＨ 腰椎穿刺 ○

～

） ○ ○ ○ ○ ○

電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

木 金

○ ○ ○） ○ ○

月 火 水

社会福祉法人　十善会病院

〒852-8012　長崎市淵町20-5

17 人 （令和　6年　9月　1日現在）

年度実績

月

× 宿舎の有無 (宿舎費用：　   　　　　円／月)

午後 （ 13:00 ～ 17:30

× 寝具 ×

12:00

× エアコン
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13．自家用車での通勤

14．病院食等の提供

15．入院施設について

16．指導医のプロフィール

指導医・写真

17．研修医へのメッセージ

17．研修スタイル

ガンガンゆったり ○

平成 18

ふりがな かわはら　だいすけ

希望制

月 1 日程度

147 人 令和 5 年度実績

9 月 1188 床 （

専門分野 外科

当院は、病院群輪番制病院指定病院として「救急医療」に積極的に取り組んでいます。救急医療は、
地域の安心を支える重要な柱の1つです。年間2000件近い救急車を受け入れており、地域の方に頼り
にされる病院として24時間体制で対応しています。
　また、地域の病院・施設との連携を大切にし、かかりつけ医からの紹介などの前方連携や、患者様
の自宅や回復期病院への退院調整などの後方連携を、ＭＳＷや看護師が対応しています。
いつでも身近にある救急病院、地域密着型の病院を目指しています。
　研修医の皆さん、若い時に是非、救急病院を経験してみて下さい。

卒業 年

氏名 川原　大輔

出身大学 山口大学

○ 自家用車での通勤の可否 駐車場代：　5,000　円／月

令和 6

× 病院食等の提供 食費：　　　　　　　円／食

平日の宿直 土日祝の日直・宿直 月 1 日程度

病床数

１日平均入院患者数

当直の有無

日現在 ）

（1日500円）

× 宿舎駐車場 × その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

年
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病院外観などの
写真

６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○） できない月（×）

9．研修期間中にできること

（ ）

10．研修医が経験できる可能性のある手技

（ ）

11．研修医の勤務時間

12．宿舎

13．自家用車での通勤

４．研修受入上限人数

（宿舎費用：  円／月-

週に 1 日

５．標榜診療科
内科・総合診療科、整形外科、リハビリ
テーション科、リウマチ科

〇 ２週間 〇 １か月 × ２か月

４月 ５月 ６月

〇 住民の健康講話等 × 地域医療行政との交流 〇 社会復帰支援

３．1日平均外来患者数 約 105.6 人 令和 5

１．医療機関名 社会医療法人健友会 上戸町病院
  （住所） 長崎市上戸町4-2-20

２．常勤医師数 10 人 （令和 6年 9月 1日現在）

年度実績

１２月 １月

1 人 ／ 月

× ３か月

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 ２月 ３月

〇 アドバンス・ケア・プランニング × 緩和ケア × 死亡診断書の記載

8．外来研修が可能な日数

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

× 虐待 〇 在宅医療
× その他

〇 予防医療（予防接種を含む） 〇 回復期のリハビリに関する業務 × 分娩

〇 心臓血管エコー
× 気管支鏡 × ＩＶＨ × 腰椎穿刺 × 創傷処理
× 上部内視鏡 × 下部内視鏡 〇 腹部エコー

午前 （ 8:40 〜 12:40 ） 病棟

× その他

月 火 水 木

）

病棟 病棟 外来 病棟 休日 休日

金 土 日

× エアコン
× 宿舎駐車場 × その他（               ）

休日

× 宿舎の有無
× 寝具 ×

カンファ 往診 多職種 病棟 多職種 休日午後 （ 13:40 〜 17:10

× 自家用車での通勤の可否 駐車場代： -

電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）
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14．病院食等の提供
円／食

15．入院施設について
床 （ 令和 6 年 月 1 日現在 ）

月 日 月 日

16．指導医のプロフィール

指導医の写真

17．研修医へのメッセージ

18．研修スタイル

9104

× 病院食等の提供 食費： -

病床数

出身大学 高知大学

有・無・希望制
程度 土日祝の日直・宿直 程度

当直の有無
平日の宿直

人 令和 5 年度実績１日平均入院患者数 96

ガンガン

年

専門分野 総合診療科

当院では、総合診療研修に重点を置いています。
たとえば1人の患者が複数の疾患を持っている場合、それを同時にマネジメントします。そのためcommon
diseaseを中心に、さまざまな臓器の疾患が経験できるのが特徴です。
また入院、救急だけでなく外来や訪問診療も経験することで、1人の患者に継続して関わることができ、そ
の中で責任を持って患者を診るという医師としての責任感を養うことができます。
外来研修では、さまざまな主訴の患者の診療にあたり、臨床推論の能力やコミュニケーションスキルを身に
つけることができます。「患者中心の医療の方法」を実践し、患者の解釈や期待、感情も把握しながらその
人の背景まで目を向けることで、病気を治癒するだけではない全人的医療を経験できます。また、積極的に
患者宅や施設など地域にも出て行き、予防活動にも取り組んでいます。
少人数での研修のため、指導医がマンツーマンで対応することが可能で、充実した指導を受けることができ
ます。また、職員とは顔と顔の見える関係ができるため、チーム医療が実践しやすいです。

ゆったり 〇

卒業 平成 16

ふりがな こんどう けい

氏名 近藤 慶
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病院外観などの
写真

６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○） できない月（×）

9．研修期間中にできること

（ ）

10．研修医が経験できる可能性のある手技

（ ）

11．研修医の勤務時間

12．宿舎

13．自家用車での通勤

４．研修受入上限人数

（宿舎費用：  円／月5,000

週に 5 日

５．標榜診療科
内科・整形外科・形成外科・眼科・外科・

皮膚科・リハビリテーション

× ２週間 〇 １か月 × ２か月

４月 ５月 ６月

× 住民の健康講話等 〇 地域医療行政との交流 × 社会復帰支援

３．1日平均外来患者数 約 68.1 人 令和 5

１．医療機関名 医療法人共生会長崎友愛病院
  （住所） 長崎県長崎市蚊焼町2314番地1

２．常勤医師数 4 人 （令和 6年 9月 1日現在）

年度実績

１２月 １月

1 人 ／ 月

× ３か月

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 ２月 ３月

× アドバンス・ケア・プランニング × 緩和ケア × 死亡診断書の記載

8．外来研修が可能な日数

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

× 虐待 〇 在宅医療
〇 その他 宿日直

× 予防医療（予防接種を含む） 〇 回復期のリハビリに関する業務 × 分娩

× 心臓血管エコー
× 気管支鏡 〇 ＩＶＨ 〇 腰椎穿刺 〇 創傷処理
〇 上部内視鏡 〇 下部内視鏡 〇 腹部エコー

午前 （ 8:30 〜 12:00 ）

× その他

月 火 水 木

研修内容は要相談 研修内容は要相談休日 休日

金 土 日

研修内容は要相談 研修内容は要相談

〇 エアコン
〇 宿舎駐車場 × その他（               ）

休日

〇 宿舎の有無
〇 寝具 ×

休日午後 （ 13:00 〜 17:00

電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

）

〇 自家用車での通勤の可否 駐車場代： 500円/月
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14．病院食等の提供
円／食

15．入院施設について
床 （ 令和 6 年 月 1 日現在 ）

月 1 日 月 0 日

16．指導医のプロフィール

指導医の写真

17．研修医へのメッセージ

18．研修スタイル

970

〇 病院食等の提供 食費： 0

病床数

出身大学 長崎大学

有・無・希望制
程度 土日祝の日直・宿直 程度

当直の有無
平日の宿直

人 令和 5 年度実績１日平均入院患者数 56.8

ふりがな にわ まさみ

氏名 丹羽 正美

〇 ガンガン

年

専門分野 内科（薬理学）

長崎大学医学部を卒業後、大学院医学研究科に進学し実験的高血圧およびカテコーラミン、降圧薬（αメチ
ルドーパ、β遮断薬）の薬理学を専攻しました。急性心不全治療薬ドパミンの開発研究に参加しました。掖
済会病院内科勤務を経て、長崎大学医学部薬理学教室で高血圧の薬理学、生活習慣関連病治療薬の臨床薬理
学などの研究に従事しました。高血圧関連疾患としての認知症が遅発性海馬錐体神経細胞死に起因するこ
と、長時間作用性（第3世代）Ca拮抗薬に遅発性海馬錐体神経細胞死の発症予防効果があることを発見しま
したが、特に、血液脳関門保護薬の概念を提唱し、高血圧の治療における血液脳関門保護の必要性を明らか
にしました。
 本院での臨床では、私の薬についての研究を生かして、例えば高血圧の外来治療を行っていますが、生活
習慣病では薬による治療だけでは、もとより根本的な治療にはならず、減塩など食生活を含めた生活習慣の
改善など包括的な治療が必要です。「医食同源」「病気を診るのではなく、病める人を診る」をモットーに
医療をしています。

ゆったり

卒業 昭和 50
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病院外観などの
写真

６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○） できない月（×）

9．研修期間中にできること

（ ）

10．研修医が経験できる可能性のある手技

（ ）

11．研修医の勤務時間
＜内科＞

＜外科＞

４．研修受入上限人数

週に 1 日

５．標榜診療科
内科・消化器科・呼吸器科・腎臓内科・リウマチ科・糖尿病内科・循
環器科・外科・肛門外科・心臓血管外科・形成外科・泌尿器科・麻酔
科・リハビリテーション科

× ２週間 ○ １か月 ○ ２か月

４月 ５月 ６月

× 住民の健康講話等 × 地域医療行政との交流 × 社会復帰支援

３．1日平均外来患者数 約 260 人 令和 5

１．医療機関名 光晴会病院
  （住所） 長崎県長崎市葉山1丁目3番12号

２．常勤医師数 28 人 （令和 6年 9月 1日現在）

年度実績

１２月 １月

1 人 ／ 月

○ ３か月

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 ２月 ３月

× アドバンス・ケア・プラン ○ 緩和ケア × 死亡診断書の記載

8．外来研修が可能な日数

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

× 虐待 × 在宅医療
○ その他 当直

× 予防医療（予防接種を含む） × 回復期のリハビリに関する業務 × 分娩

× その他

月 火 水 木

○ 心臓血管エコー
○ 気管支鏡 ○ ＩＶＨ ○ 腰椎穿刺 ○ 創傷処理
○ 上部内視鏡 ○ 下部内視鏡 ○ 腹部エコー

土 日

回診
病棟

午前 （ 8:15 〜 12:00 ） 外来

午後 （ 13:00 〜 17:15 ）

外来 外来

金

休日 休日

腹部エコー 上部内視鏡

月 火 水 木 金 土 日

午前 （ 8:15 〜 12:00 ）
内科・外科合

同ｶﾝﾌｧﾗﾝｽ
外来

病棟回診
病棟業務

休日 休日
手術 手術

検査 化学療法 病棟回診

午後 （ 13:00 〜 17:15 ） 手術 手術 手術

病棟 病棟
気管支鏡 心カテ 病棟
ｶﾝﾌｧﾗﾝｽ 病棟 ｶﾝﾌｧﾗﾝｽ

病棟業務 病棟業務 術前ｶﾝﾌｧﾗﾝｽ

大腸内視鏡・
EROPなど

病棟
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12．宿舎

13．自家用車での通勤

14．病院食等の提供
円／食 （当直時の検食提供あり）

15．入院施設について
床 （ 令和 6 年 月 1 日現在 ）

月 1 日 月 1 日

16．指導医のプロフィール

指導医の写真

17．研修医へのメッセージ

18．研修スタイル

（宿舎費用：  円／月0
× エアコン

× 宿舎駐車場 × その他（               ）

× 宿舎の有無
× 寝具 × 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

9179

○ 自家用車での通勤の可否

○ 病院食等の提供

駐車場代： 無料

食費： -

病床数

出身大学 長崎大学

有・無・希望制
程度 土日祝の日直・宿直 程度

当直の有無
平日の宿直

人 令和 5 年度実績１日平均入院患者数 110

ふりがな おかだ かずや

氏名 岡田 和也

ガンガン

年

専門分野 消化器外科・肛門外科

当院は長崎市北部地域の中核病院です。近隣診療所の先生から患者さんの紹介があります。このため内科は呼吸器・消化器・透
析・循環器、外科は消化器・心臓血管と細分化しており、専門性の高い医療を提供しています。いわゆる初期診断をつけるとい
う意味では物足りないかもしれませんが、長崎市内の病院で専門性の高い検査や手技を学びたい方にはピッタリです。救急車搬
入が多く救急初期対応を学べる環境であることも当院の特徴と思います。透析科、心臓血管外科といった非常に専門性の高い診
療科があり、血液透析の実際や心臓血管手術を経験できる点は他病院にはない特徴と言えます。総合内科がないためcommon
diseaseを対象とする総合診療はできませんが、専門性の高い診療科で多くの症例を経験できるので『この分野を特に勉強した
い』という皆さんには、当院での研修は最適だと思います。さまざまな処置や手技を、自分の手で数多く経験できる点、カン
ファに追われることなく、調べたり勉強したりする“自分の時間”を持つことができる点、それぞれの専門医の治療や考え方を実際
に間近で学べる点など、中規模病院ならではの特色を生かした当院のプログラムは、あなたの要望に柔軟に答えられると思いま
す。もちろん患者さんやご家族との関わり、スタッフ間のコミュニケーションに不安のないようサポートしていきます。また医
局は診療科の垣根なく何でも相談することができます。昼食を取りながら気になる患者さんのことを相談することは日常的な光
景です。病院全体として向上心を持って診療にあたる雰囲気にあふれています。病院のすぐ近くには道ノ尾駅、道ノ尾バス停が
あり、通勤にも大変便利です。ぜひ当院での研修に参加して臨床の力をつけてください。

ゆったり ○

卒業 昭和 63
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

9．研修期間中にできること

（ ）

10．研修医が経験できる可能性のある手技

（ ）

11．研修医の勤務時間

12．宿舎

13．自家用車での通勤

１．医療機関名 医療法人厚生会 虹が丘病院

　　（住所） 長崎市虹が丘町１－１

２．常勤医師数 21 人 （令和 6年 10月 1日現在）

５．標榜診療科
内科・循環器内科・呼吸器内科・消化器内科・糖尿病内科・脂質代謝内科・腎
臓内科・人工透析内科・神経内科・リウマチ科 ・外科・血管外科・消化器外科・

肛門外科・整形外科・皮膚科・眼科・放射線科・リハビリテーション科

年度実績

４．研修受入上限人数 1 人 ／ 月

３．1日平均外来患者数 約 250 人 令和 5

× 〇 × 〇 〇 〇

１２月 １月

〇 ２週間 〇 １か月 × ２か月 × ３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 ２月 ３月

× 死亡診断書の記載

× 住民の健康講話等 〇 地域医療行政との交流 〇 社会復帰支援

8．外来研修が可能な日数 週に 2 日

△ アドバンス・ケア・プランニング × 緩和ケア

〇 × 〇 〇 × 〇

× 虐待 × 在宅医療

× その他

× 予防医療（予防接種を含む） 〇 回復期のリハビリに関する業務 × 分娩

〇 心臓血管エコー

△ 気管支鏡 〇 ＩＶＨ × 腰椎穿刺 〇 創傷処理

△ 上部内視鏡 △ 下部内視鏡 〇 腹部エコー

〇 その他 下肢血管エコー

月 火 水 木 金 土 日

休日 休日

午後 （ 13:00 ～ 17:00 ）

午前 （ 8:30 ～ 12:00 ）
※実際の研修内容につきましては相談しながら調整

いたします。

× 寝具 × 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ） × エアコン

休日

× 宿舎の有無 （宿舎費用： - 　円／月

休日
※実際の研修内容につきましては相談しながら調整

いたします。

× 宿舎駐車場 × その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

〇 自家用車での通勤 駐車場代： 無料
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14．病院食等の提供

円／食

15．入院施設について

床 （ 令和 6 年 月 1 日現在 ）

月 日 月 日

16．指導医のプロフィール

指導医の写真

17．研修医へのメッセージ

18．研修スタイル

〇 病院食等の提供 食費： 260

病床数 150

当直の有無 有・無・希望制

平日の宿直 程度 土日祝の日直・宿直 程度

10

１日平均入院患者数 118 人 令和 5 年度実績

卒業 平成 11 年

専門分野 糖尿病内科

ふりがな ふくしま てつや

氏名 福島 徹也

出身大学 大分医科大学

ガンガン

長崎市北部に位置する病床数150床の中規模病院です。昭和62年の開設以来、主に内科系の診療を中心に行っ
てきましたが、近年では整形外科の拡充や眼科の新設も進めております。地域密着型の医療を提供し、風邪や胃
腸炎などの一般的な疾患から、急性腹症や虚血性心疾患などの急性期疾患、高血圧、糖尿病、慢性腎臓病など
の生活習慣病、さらには肺炎や睡眠時無呼吸症候群などの呼吸器疾患に幅広く対応しています。
●整形外科では、股関節や膝関節、脊椎の手術で県内トップクラスの実績を誇り、転倒による骨折手術も多く手が
けています。特に、膝関節手術ではロボット技術を活用し、精度の高い安全な手術を行い、脊椎手術においては内
視鏡を用いた低侵襲治療を提供しています。
●眼科では、令和3年に新たに診療棟を建設し、白内障手術を中心に入院治療を行っています。
●循環器領域では、冠動脈や末梢動脈のカテーテル治療を積極的に実施し、320列マルチスライスCTや心臓MRI
といった高度な画像診断設備を完備しています。また、心筋梗塞や心不全の患者に対しては、外来での継続的な
心臓リハビリテーションも行える体制を整えています。
●下肢血管センターでは、バイパス手術や血管内治療を行い、最新技術を用いた治療を提供しており、下肢血管
疾患を抱える患者には、虚血性心疾患のリスクを考慮した全身的な治療を行っています。
●糖尿病診療においては、コーチング理論を導入したチーム医療を実践し、患者のやる気を引き出すことを重視し
ています。糖尿病教室は個別指導を開催し、積極的な患者支援を行っています。
●呼吸器内科では、肺炎、肺気腫、喘息、慢性呼吸不全など幅広い呼吸器疾患を診療し、外科では気胸手術も
行っています。さらに、睡眠時無呼吸症候群の検査や治療も実施しています。
●慢性腎臓病に対しては、透析予防から維持透析（血液透析および腹膜透析）まで対応し、急性期の体外循環治
療も可能です。
●消化器疾患では、内視鏡検査や肝疾患、胆道疾患の治療を行っており、外科では胆石やヘルニアの手術も提
供しています。
この病院の特徴は、各専門科が緊密に連携し、総合的な内科診療を多く行う点です。地域のニーズに応じた総合
的なチーム医療を提供しています。

ゆったり 〇
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病院外観などの

写真

６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

9．研修期間中にできること

（ ）

10．研修医が経験できる可能性のある手技

（ ）

11．研修医の勤務時間

12．宿舎

13．自家用車での通勤

１．医療機関名 長崎市野母崎診療所

　　（住所） 長崎県長崎市野母町2283番地7

２．常勤医師数 2 人 （令和　6年　9月　1日現在）

５．標榜診療科 内科、外科、眼科、耳鼻咽喉科、皮膚科

年度実績

４．研修受入上限人数 1 人 ／ 月

３．1日平均外来患者数 約 64 人 令和 5

〇 〇 〇 〇 〇 〇

１２月 １月

× ２週間 〇 １か月 × ２か月 　× ３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 ２月 ３月

× 死亡診断書の記載

× 住民の健康講話等 × 地域医療行政との交流 〇 社会復帰支援

8．外来研修が可能な日数 週に 5 日

× アドバンス・ケア・プランニング 〇 緩和ケア

〇 〇 〇 〇 〇 〇

× 虐待 × 在宅医療

× その他

〇 予防医療（予防接種を含む） 〇 回復期のリハビリに関する業務 × 分娩

× 心臓血管エコー

× 気管支鏡 × ＩＶＨ × 腰椎穿刺 〇 創傷処理

× 上部内視鏡 × 下部内視鏡 〇 腹部エコー

× その他 頸動脈エコー、下肢静脈エコー

月 火 水 木 金 土 日

外来 外来 休日 休日

午後 （ 1:30 ～ 17:15 ）

午前 （ 8:30 ～ 12:00 ） 外来 外来 外来

× 寝具 × 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ） × エアコン

休日

× 宿舎 （宿舎費用： 0 　円／月

外来 外来 外来 外来 外来 休日

× 宿舎駐車場 × その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

〇 自家用車での通勤 駐車場代： 0
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14．病院食等の提供

円／食

15．入院施設について

床 （ 令和 6 年 月 1 日現在 ）

月 0 日 月 0 日

16．指導医のプロフィール

17．研修医へのメッセージ

18．研修スタイル

× 病院食等の提供 食費： 0

病床数 0

当直の有無 有・無・希望制

平日の宿直 程度 土日祝の日直・宿直 程度

9

１日平均入院患者数 0 人 令和 5 年度実績

卒業 平成 7 年

専門分野 内科

ふりがな つじ　けんいちろう

氏名 辻　研一郎

出身大学 自治医科大学

ガンガン

地域医療を外来中心で学べます。

ゆったり 〇
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病院外観などの

写真

６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

9．研修期間中にできること

（ ）

10．研修医が経験できる可能性のある手技

（ ）

11．研修医の勤務時間

12．宿舎

13．自家用車での通勤

～ 18:00 ）

× 宿舎駐車場 × その他（調理器具など生活に必要な備品は揃っています）

〇 自家用車での通勤 駐車場代： 無料

※研修時間は相談して行います。 休日

午前 （ 9:00 ～ 12:00 ） ※研修時間は相談して行います。 休日

× 寝具 × 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ） × エアコン

休日

× 宿舎 （宿舎費用： - 　円／月

午後 （ 13:00

〇 その他 透析診療、VAIVT:透析バスキュラーアクセスのバルン治療

月 火 水 木 金 土 日

〇 心臓血管エコー

× 気管支鏡 〇 ＩＶＨ × 腰椎穿刺 〇 創傷処理

× 上部内視鏡 × 下部内視鏡 〇 腹部エコー

× 虐待 〇 在宅医療

〇 その他 血液透析の診療、訪問診療

〇 予防医療（予防接種を含む） × 回復期のリハビリに関する業務 × 分娩

２月 ３月

〇 死亡診断書の記載

× 住民の健康講話等 〇 地域医療行政との交流 × 社会復帰支援

8．外来研修が可能な日数 週に 1 日

× アドバンス・ケア・プランニング × 緩和ケア

〇 〇 〇 × × × 〇 〇 × × 〇 〇

１２月 １月

〇 ２週間 × １か月 × ２か月 × ３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

１．医療機関名 新里クリニック浦上

　　（住所） 長崎県長崎市茂里町3-20

２．常勤医師数 8 人 （令和　6年　9月　1日現在）

５．標榜診療科
内科、透析内科、腎臓内科、循環器内科、

呼吸器内科、整形外科

年度実績

４．研修受入上限人数 2 人／ 月

３．1日平均外来患者数 約 51.9 人 令和 5
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14．病院食等の提供

円／食

15．入院施設について

床 （ 令和 6 年 月 1 日現在 ）

月 0 日 月 0 日

16．指導医のプロフィール

指導医の写真

17．研修医へのメッセージ

18．研修スタイル

ガンガン

当院は診療所ではあるものの複数の医師が勤務しており、チームで診療を行っています。チーム内に
は様々な専門の医師がいることから対応できる疾患も多く、通常の診療所とは違った形の地域医療の
あり方を研修することができます。
また、グループ内に診療所と入居施設、介護サービス提供施設があります。医療・住居・介護を境界なく
提供していることから、包括的な地域医療のあり方を学べます。さらに診療所においては血液透析を行
なっており、透析に関連した地域医療も学べます。
実際の診療では疾患の種類のみでなく患者さんの背景によって診療方針が大きく変わります。また、地
域医療においてはその時々の治療と同時に患者さんの生活も考えながら総合的に方針を考えていく必
要があります。大きな病院では学べない地域医療の側面を研修していただければと思います。

ゆったり 〇

卒業 平成 3 年

専門分野 内科・循環器科

ふりがな まつした　てつろう

氏名 松下　哲朗

出身大学 大分大学

当直の有無 有・無・希望制

平日の宿直 程度 土日祝の日直・宿直 程度

9

１日平均入院患者数 17.3 人 令和 5 年度実績

〇 病院食等の提供 食費： 500

病床数 19
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病院外観などの
写真

６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○） できない月（×）

9．研修期間中にできること

（ ）

10．研修医が経験できる可能性のある手技

（ ）

11．研修医の勤務時間

12．宿舎

13．自家用車での通勤

４．研修受入上限人数

（宿舎費用：  円／月-

週に 5 日

５．標榜診療科
内科・腎臓内科（人工透析）、

泌尿器科

× ２週間 ○ １か月 × ２か月

４月 ５月 ６月

× 住民の健康講話等 × 地域医療行政との交流 ○ 社会復帰支援

３．1日平均外来患者数 約 178 人 令和 5

１．医療機関名 医療法人 衆和会 長崎腎病院
  （住所） 長崎市興善町5-1

２．常勤医師数 4 人 （令和 6年 9月 1日現在）

年度実績

１２月 １月

1 人 ／ 月

× ３か月

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 ２月 ３月

○ アドバンス・ケア・プランニング ○ 緩和ケア ○ 死亡診断書の記載

8．外来研修が可能な日数

× ○ × ○ × × ○ × × ○ ○ ○

○ 虐待 ○ 在宅医療
○ その他 入院診療・血液透析・CAPD管理

○ 予防医療（予防接種を含む） × 回復期のリハビリに関する業務 × 分娩

○ その他 PTA、シャント穿刺、内シャント設置術

月 火 水 木

○ 心臓血管エコー
× 気管支鏡 ○ ＩＶＨ ○ 腰椎穿刺 ○ 創傷処理
× 上部内視鏡 × 下部内視鏡 ○ 腹部エコー

休日 休日

金 土 日
※実際の研修内容につきましては相談しながら調整い

たします。
※実際の研修内容につきましては相談しながら調整い

たします。

午前 （ 9:00 〜 12:00 ）

× エアコン
× 宿舎駐車場 × その他（               ）

休日

× 宿舎の有無
× 寝具 ×

休日午後 （ 13:00 〜 17:00 ）

電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

○ 自家用車での通勤の可否 駐車場代： 無料
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14．病院食等の提供
円／食

15．入院施設について
床 （ 令和 6 年 月 1 日現在 ）

月 0 日 月 1 日

16．指導医のプロフィール

指導医の写真

17．研修医へのメッセージ

18．研修スタイル

960

○ 病院食等の提供 食費： 無料

病床数

出身大学 長崎大学医学部

無
程度 土日祝の日直・宿直 程度

当直の有無
平日の宿直

人 令和 5 年度実績１日平均入院患者数 24

ふりがな あべ しんいち

氏名 阿部 伸一

ガンガン

年

専門分野 腎臓内科、内科

 当院は腎疾患、特に人工透析に特化した病院で、九州で最大規模の血液透析センターを有しています。当院の第一の使命は、透析治療を避け
る・または移行する時期を遅らせることです。しかし不幸にして透析治療を余儀なくされた場合、透析患者さんたちの体調を守り、精神的・社会
的に支えることに最善を尽くすことになります。患者さんの病気を診るのみでなく、時には患者さんの生活を守るため、医療以外の社会資源 (福
祉など) を適切に提供することも我々の重要な役割です。そのような全人的な診療を、皆様にも経験していただけたらと考えております。
・当院で学べる内容
① 腎炎・保存期腎不全外来
当院の一般外来では、腎機能障害や腎炎で受診をしている新患・旧患の患者さんたちが毎月約300人いらっしゃいます (うち新患は約20人)。
② 透析患者さんの腎不全合併症管理
外来透析患者さんが約400人いらっしゃるため、その方々の腎不全合併症の管理を行っています。在宅血液透析 (患者さんの自宅に透析機器を貸与
し、穿刺も含めた透析業務を自分自身で行う)、オーバーナイト透析 (夜の10時から翌朝6時=睡眠時間を透析に充てる)、腹膜透析も提供していま
す。
③ 透析患者さんの腎外合併症の診断・治療
透析患者さんは様々な腎外合併症を発症して緊急受診することが多々あります。具体的には、脳出血・脳梗塞、心筋梗塞、消化管出血、肺炎、胆
嚢炎などです。それらの診断・初期対応や入院治療、病態によっては高次医療機関への搬送を行います。
④ 終末期医療
透析患者さんの平均年齢は高く、当院は自宅や施設で過ごすことが難しいほど全身状態が悪くなった透析患者さんを入院で看ることが多いので、
終末期医療にも積極的に取り組んでいます。

人工透析そのものは、確立された比較的単純な治療ですが、上記のように多様な内容を多く含むため、初期臨床研修にあたって多くを学ぶことが
できるものと確信しています。

ゆったり ○

卒業 平成 21
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病院外観などの

写真

６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

9．研修期間中にできること

）

10．研修医が経験できる可能性のある手技

）

11．研修医の勤務時間

12．宿舎

13．自家用車での通勤

１．医療機関名 医療法人白髭内科医院

　　（住所） 長崎市片淵１ー１３－２８

２．常勤医師数 1 人 （令和6年9月１日現在）

５．標榜診療科 内科、呼吸器科、消化器科、循環器科

年度実績

４．研修受入上限人数 12 人 ／ 年　(1月あたり1名)

３．1日平均外来患者数 約 75 人 令和 5

○ ○ ○ ○ ○ ○

１２月 １月

○ ２週間 ○ １か月 ○ ２か月 ○ ３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 ２月 ３月

○ 死亡診断書の記載

○ 住民の健康講話等 ○ 地域医療行政との交流 ○ 社会復帰支援

8．外来研修が可能な日数 週に 5 日

○ アドバンス・ケア・プランニング ○ 緩和ケア

〇 ○ 〇 ○ ○ 〇

○ 虐待 ○ 在宅医療

○ その他 （特別養護老人ホーム、デイサービス、薬局、訪問歯科等の見学、実施体験

○ 予防医療（予防接種を含む） ○ 回復期のリハビリに関する業務 × 分娩

× 心臓血管エコー

× 気管支鏡 × ＩＶＨ × 腰椎穿刺 ○ 創傷処理

○ 上部内視鏡 × 下部内視鏡 ○ 腹部エコー

○ その他 （血液検査、点滴、ワクチン、腹腔穿刺、CV管理、HOT管理、スパイロ、健診)

月 火 水 木 金 土 日

外来
在宅医療
or糖尿病

外来
休日 休日

午後 （ 14:00 ～ 18:00 ）

午前 （ 8:30 ～ 12:30 ） 外来 外来 外来

× 寝具 × 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ） × エアコン

休日

× 宿舎 （宿舎費用： - 　円／月

外来 在宅医療 外来
他職種研

修
呼吸器外

来
休日

× 宿舎駐車場 〇 鍵のかかる応接室を研修医の休憩場所として利用いただけます。

〇 自家用車での通勤 駐車場代： 無料
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14．病院食等の提供

円／食

15．入院施設について

床 （ 令和 年 月 日現在 ）

月 0 日 月 0 日

16．指導医のプロフィール

17．研修医へのメッセージ

18．研修スタイル

〇 病院食等の提供 食費： 350

病床数 0

(希望者のみ)

当直の有無 無

平日の宿直 土日祝の日直・宿直 程度

１日平均入院患者数 0 人 令和 年度実績

卒業 昭和 63 年

専門分野 内分泌、腫瘍内分泌、在宅医療

ふりがな しらひげ　ゆたか

氏名 白髭　豊

出身大学 東京医科大学

ガンガン

白髭内科医院は長崎市片淵で115年内科診療を行っている内科医院です。
白髭内科医院は、①在宅医療に注力している、②特別養護老人ホームを併設している、③内分泌・糖
尿病・呼吸器内科診療をしているという特徴があります。
研修医の皆さんには通常の内科一般外来に加えて、在宅医療の往診や特別養護老人ホームの入所
者の健康管理に同行してもらい、また、訪問看護・薬剤指導や地域包括ケアに携わる多職種の方々と
連携していただくことで、大きな病院ではなかなか経験できない長崎市の地域医療を体感していただ
きます。
また、一般外来や毎週金曜日の糖尿病・呼吸器専門外来での診療を通して、例えば糖尿病や喘息、
発熱のようなコモンな内科管理を研修いただきます。

白髭内科は新大工電停より徒歩5分とアクセスは良好で、駐車場も無料で使っていただけます。
午前午後の外来や往診は忙しいこともありますが、休憩時間はきちんとメリハリを付けて取っていただ
けます、残業もありません。

長崎県で将来、在宅医療や内科開業、老人ホーム運営などを考えている方には最適であると思いま
す。
また地域実習を長崎市内で完結させたい方にも最適です。

皆様に実習でお会いできることを楽しみにしています。

ゆったり 〇
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病院外観などの

写真

６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

9．研修期間中にできること

（ ）

10．研修医が経験できる可能性のある手技

（ ）

11．研修医の勤務時間

12．宿舎

13．自家用車での通勤

１．医療機関名 晴海台クリニック

　　（住所） 長崎市晴海台町43-5

２．常勤医師数 1 人 （令和　6年　9月　1日現在）

５．標榜診療科
内科・循環器内科・呼吸器内科・消化器内

科・リハビリテーション科

年度実績

４．研修受入上限人数 1 人／ 月

３．1日平均外来患者数 約 46.8 人 令和 5

〇 〇 〇 〇 × 〇

１２月 １月

× ２週間 〇 １か月 × ２か月 × ３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 ２月 ３月

〇 死亡診断書の記載

〇 住民の健康講話等 〇 地域医療行政との交流 × 社会復帰支援

8．外来研修が可能な日数 週に 5.5 日

× アドバンス・ケア・プランニング × 緩和ケア

〇 〇 〇 〇 〇 〇

× 虐待 × 在宅医療

〇 その他 COV発熱外来、小児診療、各種レントゲン撮影、採血、遠隔診療、死体検案

〇 予防医療（予防接種を含む） × 回復期のリハビリに関する業務 × 分娩

〇 心臓血管エコー

× 気管支鏡 × ＩＶＨ × 腰椎穿刺 〇 創傷処理

〇 上部内視鏡 × 下部内視鏡 × 腹部エコー

× その他

月 火 水 木 金 土 日

休日

午後 （ 14:00 ～ 18:30 ）

午前 （ 8:30 ～ 12:30 ）

※実際の研修内容につきましては相談しながら調整
いたします。

※実際の研修内容につきましては相談しながら調整いたしま
す。

× 寝具 × 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ） × エアコン

休日

× 宿舎 （宿舎費用： - 　円／月

休日

× 宿舎駐車場 × その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

〇 自家用車での通勤 駐車場代： なし
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14．病院食等の提供

円／食

15．入院施設について

床 （ 令和 6 年 月 1 日現在 ）

月 日 月 日

16．指導医のプロフィール

指導医の写真

17．研修医へのメッセージ

18．研修スタイル

× 病院食等の提供 食費： -

病床数 0

当直の有無 有・無・希望制

平日の宿直 程度 土日祝の日直・宿直 程度

9

１日平均入院患者数 0 人 令和 5 年度実績

卒業 平成 7 年

専門分野 循環器内科、スポーツ医学

ふりがな しばた　しげもり

氏名 柴田　茂守

出身大学 久留米大学

ガンガン

　大学卒業後、長崎大学第三内科（現：循環器内科）入局。長崎市立市民病院、日本赤十字社長崎原
爆 病院、佐世保中央病院など多数の病院で研修を行いました。クリニック継承開業予定でした ので循
環器領域にとらわれず、上部消化管内視鏡や皮膚科・小児科・整形外科など積極的に修行して 回りま
した。趣味は運動全般で、野球・ソフトボール・バレー・スキー・登山・他多数、日本体育協会の公認ス
ポーツＤｒ．の資格を有し、毎年国体の帯同Dr.も行っています。そのためクリニックには整形外科の標
簿 はありませんがスポーツ外傷・障害の患者さんも多く来院されます。近隣に小児科がなく、保護者了
解のもと、0歳児より診察を行っております。2009年新型インフルエンザ流行時より発熱外来対策を行
い、院内改装済。2022年よりはiPadを使用した非接触型の新型コロナウイルスの初期診療を安全に
行っており2022年９月までに741名のコロナ陽性者診療行っておりますが、院内感染０です。新型コロ
ナウイルス・インフルエン ザはもとより、麻疹・水痘・流行性耳下腺炎・手足口病・突発性発疹・プール
熱・リンゴ病などなど教科書 でしか見たことがないような基本的な感染症がやってきます。感染症は一
度経験すると忘れることはあ りませんが、一度も経験していないと思いつきもしません。恐れず実践あ
るのみです。また不定期です が往診もおこなっております。寝たきりや難病を抱える患者さん家族とと
もに悩み、支える医 療を行っています。さらに長崎県警察委託医業務も行っており、希望＆タイミング
があえば自殺や孤 独死などの現場での検死業務も経験できるかもしれません。 2017年8月、遠隔診
療も始めました。最西端から最先端へ、スマホ外来体験してみませんか？1人孤島に行っても慌てるこ
とのない医者を目指すなら、当院での研修はおすすめです。

ゆったり 〇

×
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病院外観などの

写真

６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

9．研修期間中にできること

（ ）

10．研修医が経験できる可能性のある手技

（ ）

11．研修医の勤務時間

12．宿舎

13．自家用車での通勤

１．医療機関名 医)谷川放射線科胃腸科医院

　　（住所） 長崎市若葉町６番1号

２．常勤医師数
3

人 （令和　6年　8月　1日現在）

５．標榜診療科 内科　消化器内科　放射線科 脳神経内科

年度実績

４．研修受入上限人数 5 人 ／ 月

３．1日平均外来患者数 約 145 人 令和 5

○ ○ ○ ○ ○ ○

１２月 １月

○ ２週間 ○ １か月 ○ ２か月 ○ ３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 ２月 ３月

○ 死亡診断書の記載

× 住民の健康講話等 × 地域医療行政との交流 × 社会復帰支援

8．外来研修が可能な日数 週に 5 日

○ アドバンス・ケア・プランニング ○ 緩和ケア

○ ○ ○ ○ ○ ○

× 虐待 ○ 在宅医療（在宅看取り）

○ その他 訪問看護との同行)

○ 予防医療（予防接種を含む） × 回復期のリハビリに関する業務 × 分娩

○ 心臓血管エコー

× 気管支鏡 ○ ＩＶＨ × 腰椎穿刺 ○ 創傷処理

○ 上部内視鏡 ○ 下部内視鏡 ○ 腹部エコー

○ その他 コロンモデル挿入で目標時間内到達できたら下部内視鏡OK

月 火 水 木 金 土 日

休日

午後 （ 13:00 ～ 18:00 ）

午前 （ 8:30 ～ 12:00 ）
※実際の研修内容につきましては相談しながら調整いたしま

す。

※実際の研修内容につきましては相談しながら調
整いたします。

× 寝具 × 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ） × エアコン

休日

× 宿舎 （宿舎費用： - 　円／月

休日

× 宿舎駐車場 × その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

× 自家用車での通勤 駐車場代： -
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14．病院食等の提供

円／食

15．入院施設について

床 （ 令和 6 年 月 1 日現在 ）

月 日 月 日

16．指導医のプロフィール

指導医の写真

17．研修医へのメッセージ

18．研修スタイル

× 病院食等の提供 食費： -

病床数 0

当直の有無 有・無・希望制

平日の宿直 程度 土日祝の日直・宿直 程度

8

１日平均入院患者数 0 人 令和 5 年度実績

卒業 平成 元 年

専門分野 消化器内科

ふりがな たにがわ　けん

氏名 谷川　健

出身大学 長崎大学

ガンガン

　当院の基本方針には「外来・画像診断・在宅診療」の三本の矢があります。「外来部門」は学生から
ご高齢の方まで、消化器に限らず内科一般・生活習慣病の診療をいたします。「画像診断部門　 内視
鏡・エコー」ではＡＩをとり入れた最新機器の導入にこだわり、苦痛のない正確な診断及び早期癌の発
見に努めています。「在宅部門」では常時480名余りの患者様の健康管理を行い、在宅看取りまでサ
ポートをさせていただいています。また、訪問看護ステーション、ケアマネジャー、薬剤師、管理栄養士
の方々との多職種連携を学べます。総勢33名のスタッフで三本の矢が放たれました。また長崎大学病
院臨床研修医、医学部生の実習の場として、多くの医師、学生が地域医療を学びに来ています。今年
の８月より脳神経内科の標榜も掲げ、また私も日本プライマリ･ケア連合学会認定医を取得し病気だけ
でなく健康な人も、小児から高齢者までその人をシームレスに診る何でも、いつでも相談できる身近な
医者として、総合的な地域医療を提供し、あらゆる疾病に対し、継続的に、質の高い医療体制を地域
に構築していくことを務めとしています。これにより外来、在宅の患者様の期待に応えることができるよ
うになりました。
また,医師や技師の方を対象に、内視鏡検査やエコーの実技指導の受け入れも行っております。
谷川医院の全スタッフは、チーム一丸となり医療情報をできるだけ分かり易くご説明し、患者様との信
頼関係を心がけて参ります。進化し続ける谷川医院へ是非研修に来て地域医療を学んでください。
万里一空　兼愛交利

ゆったり 〇
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病院外観などの
写真

６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○） できない月（×）

9．研修期間中にできること

（ ）

10．研修医が経験できる可能性のある手技

（ ）

11．研修医の勤務時間

12．宿舎

13．自家用車での通勤

電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

○ 自家用車での通勤の可否 駐車場代： 無料

× エアコン
× 宿舎駐車場 × その他（               ）

×

× 宿舎の有無
× 寝具 ×

○ ○ ○ ○ ○ ×午後 （ 14:30 〜 18:00 ）

○ ○ ○ ○ ○ ×

金 土 日

午前 （ 9:30 〜 12:00 ） ○

○ その他 採血・注射手技

月 火 水 木

× 心臓血管エコー
× 気管支鏡 × ＩＶＨ × 腰椎穿刺 ○ 創傷処理
× 上部内視鏡 × 下部内視鏡 ○ 腹部エコー

× 虐待 ○ 在宅医療
× その他

○ 予防医療（予防接種を含む） ○ 回復期のリハビリに関する業務 × 分娩

○ アドバンス・ケア・プランニング ○ 緩和ケア ○ 死亡診断書の記載

8．外来研修が可能な日数

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
１２月 １月

1 人 ／ 月

× ３か月

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 ２月 ３月

３．1日平均外来患者数 約 50 人 令和 5

１．医療機関名 医療法人たくま医院
  （住所） 長崎市深堀町３ー２８５−３

２．常勤医師数 1 人 （令和 6年 9月 1日現在）

年度実績

４．研修受入上限人数

（宿舎費用：  円／月-

週に 2 日

５．標榜診療科 内科・消化器内科・呼吸器内科・小児科

× ２週間 ○ １か月 × ２か月

４月 ５月 ６月

○ 住民の健康講話等 ○ 地域医療行政との交流 ○ 社会復帰支援
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14．病院食等の提供
円／食

15．入院施設について
床 （ 令和 6 年 月 1 日現在 ）

月 0 日 月 0 日

16．指導医のプロフィール

指導医の写真

17．研修医へのメッセージ

18．研修スタイル

ガンガン

年

専門分野 消化器内科、在宅診療

 大学を出て長大第２内科に入局。元の専門は消化器内科ですが、開業してもう3２年になりますので、現在
は何でも診る総合内科と言った方が良いかもしれません。自己紹介では「町医者」という言葉をよく使って
います。当院の特徴と言えば、在宅診療の患者さんが多いという点でしょう。毎日、自宅や施設の患者さん
宅を訪問しており、常時50人前後います。在宅看取りが月に１〜２人。世に言う「在宅医」です。24時間・
365日体制をどうやって維持しているのか。日常の診療風景を見て、質問して、在宅医の生活を感覚的に捉え
てもらえたらと思います。キーワードは、「多職種連携」「長崎在宅Dr.ネット」「あじさいネット」
「ACP：アドバンス・ケア・プランニング」「医師ー患者間のコミュニケーション」「死生観・人生観」。
医療の最前線は、全て流動的で、一生かけても答えが出ない問題が多いかもしれません。研修期間を通じ
て、一緒に学んで行きましょう！

ゆったり ○

卒業 昭和 61

ふりがな たくま かずひこ

氏名 詫摩 和彦

出身大学 福岡大学

有・無・希望制
程度 土日祝の日直・宿直 程度

当直の有無
平日の宿直

人 令和 5 年度実績１日平均入院患者数 0
90

× 病院食等の提供 食費： -

病床数
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病院外観などの
写真

1

６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○） できない月（×）

9．研修期間中にできること

（ ）

10．研修医が経験できる可能性のある手技

（ ）

11．研修医の勤務時間

12．宿舎

４．研修受入上限人数

（宿舎費用：  円／月ー

週に 6 日

５．標榜診療科 耳鼻咽喉科，アレルギー科

○ ２週間 × １か月 × ２か月

４月 ５月 ６月

× 住民の健康講話等 × 地域医療行政との交流 × 社会復帰支援

３．1日平均外来患者数 約 31 人 令和 5

１．医療機関名 重野耳鼻咽喉科医院
  （住所） 長崎市扇町 1-21

２．常勤医師数 1 人 （令和 6年 9月 1日現在）

年度実績

１２月 １月

1 人 ／ 月

× ３か月

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 ２月 ３月

○ アドバンス・ケア・プランニング × 緩和ケア × 死亡診断書の記載

8．外来研修が可能な日数

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ×

× 虐待 × 在宅医療
× その他

× 予防医療（予防接種を含む） × 回復期のリハビリに関する業務 × 分娩

× 心臓血管エコー
× 気管支鏡 × ＩＶＨ × 腰椎穿刺 × 創傷処理
× 上部内視鏡 × 下部内視鏡 × 腹部エコー

午前 （ 9:00 〜 12:00 ） ○

○ その他 めまい患者の初期診療や検査

月 火 水 木

）

○ ○ ○ ○ ○ ー

金 土 日

× エアコン
× 宿舎駐車場 × その他（               ）

ー

× 宿舎の有無
× 寝具 ×

○ ○ ○ ー ○ ー午後 （ 14:00 〜 18:00

電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）
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13．自家用車での通勤

14．病院食等の提供
円／食

15．入院施設について
床 （ 令和 6 年 月 1 日現在 ）

月 日 月 日

16．指導医のプロフィール

指導医の写真

17．研修医へのメッセージ

18．研修スタイル

9ー

× 自家用車での通勤

× 病院食等の提供

駐車場代： ー

食費： ー

病床数

出身大学 長崎大学医学部

有・無・希望制
程度 土日祝の日直・宿直 程度

当直の有無
平日の宿直

人 令和 5 年度実績１日平均入院患者数 ー

ガンガン

年

専門分野 耳鼻咽喉科，めまい，難聴

 特に、めまいと難聴を専門領域としていますが、耳鼻咽喉科全般の診療を行っています。急性中耳
炎、慢性副鼻腔炎、アレルギー性鼻炎、急性あるいは慢性咽喉頭炎、耳垢栓塞、良性発作性頭位め
まい症、感音難聴（耳鳴、補聴器）などが主な疾患です。救急疾患としては、めまい、鼻出血、急性喉
頭蓋炎、咽頭異物があります。また、乳幼児から高齢者まで各年齢層の患者さんが来院します。
2週間の研修で習得できることは限られていますが、まず鼓膜の所見がとれるようになること、鼻咽喉頭
の解剖と生理が理解できること、耳鼻咽喉科救急疾患への初期対応ができるようになります。  その他、
代表的な耳鼻咽喉科疾患の検査や診断基準が理解できます。特に，めまい診療の基礎と実践について，理
解を深めることが可能です。
診療所（開業医）は、大きな病院と異なり、特定の医師への診察を希望して来院する患者さんがほとんど
です。そのため研修医自身が初めから患者さんの診療に携わる機会は少ないと思います。          ただ、開
業医の診療態度や患者さんへの接し方さらにスタッフとのコミュニケーションなども勉強になるのではな
いかと考えています。

ゆったり ○

卒業 昭和 52

ふりがな しげの こういちろう

氏名 重野 浩一郎
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

休日

× 食器及び調理器具

○ 宿舎駐車場 ○ 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

○ 宿舎 宿舎費用：　７８００円程度 院外（病院から約50ⅿ）

○ 寝具（掛布団等） ○ 座卓等 ○ エアコン

土 日

午前 （ 8:30 ～ 12:00 ） 病棟（一般・回復期・緩和ケア）・回診・カン
ファレンス・訪問診療・訪問看護・介護保険

施設・保健福祉センター（行政部門）

休日

月 火 水 木 金

休日

午後 （ 13:00 ～ 17:15 ） 休日

創傷処理

その他 （ PICC、胃瘻造設 ）

腹部エコー ○ 心臓血管エコー

○ 気管支鏡 ○ ＩＶＨ ○ 腰椎穿刺 ○

○ その他 （ 保健福祉総合施設（介護保険施設等）研修 ）

○ 上部内視鏡 ○ 下部内視鏡 ○

○ 訪問看護への付き添い

× ○ ○ ○ ○ ×

○ 緩和ケア ○ 回復期のリハビリに関する業務 × 産婦人科診療

○ 住民の健康講話等 ○ 地域医療、行政との交流 ○
ソーシャルワーカーやケアマ
ネジャーとの交流

× ○ ○ ○ × ○

× 外来診療（週に2～3回可能） × 訪問診療

× ３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

○ ２週間 ○ １か月 × ２か月

年度実績

４．研修受入上限人数 2 人 ／ 月・年

３．1日平均外来患者数 約 510 人 令和 5

１．医療機関名 公立みつぎ総合病院
　　（住所） 広島県尾道市御調町市124番地

２．常勤医師数 29 人 　（令和6年9月1日現在）

５．標榜診療科

内科、循環器内科、消化器内科、腎臓内科、
小児科、外科、消化器外科、整形外科、脳神
経外科、精神科、産婦人科、皮膚科、泌尿器
科、眼科、耳鼻いんこう科、放射線科、リウマ
チ科、リハビリテーション科、緩和ケア科、透析
科、歯科、（禁煙外来、栄養サポート・ステー
ション）
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12．自家用車での通勤

13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

17．研修スタイル

ガンガン

専門分野 一般外科

地域医療のメッカにようこそ。まず、プライマリ・ケア、第一次ならび二次救急を基本として、急性期はも
ちろん回復期（リハビリ）の医療を研修できます。そして専門病棟での緩和ケアを経験できます。さらに
地域に密着し、在宅医療、僻地診療所研修にもじっくり取り組むことができます。手取り足取り指導を
受け、消化器・呼吸器内視鏡、心臓・腹部超音波、消化管造影をはじめとした検査手技がマスターで
き、外科手術と麻酔を経験しながら、切開、皮膚縫合、糸結びの基本手技が身につきます。チーム医
療も盛んです。リハビリテーションチーム、栄養サポートチーム、緩和ケアチームがアクティブですが、
チームの一員としてだけでなく主役として活躍できます。優しく全人的な視点をもち、その人の生活を
しっかり支える医療を身につけられます。
【病院からメッセージ】
当院は、地域包括ケアシステムを我が国で最も早く構築した病院であり、今日の介護保険制度のルー
ツといえます。地域中核病院としての機能を活用し、プライマリ・ケアを中心とした様々な基本的診療
能力を身に着け、外来、病棟、介護施設、在宅での医療を経験し、保健・医療・介護・福祉の各側面を
考慮した基本的な診療計画、即ち地域包括ケアシステムを網羅した計画を立案し評価できる能力を養
うことができます。また病棟では指導医と共に担当医として臨床を経験できます。
急性期医療のみならず、リハビリテーション、緩和ケアなど多様な研修が可能であり、特にリハビリ
テーションについては、急性期から回復期、維持期（生活期）、更に地域リハビリテーションまでを研修
でき、在宅医療はレスピレーター使用の神経難病、がん末期も対象とし、24時ケアの体験もできます。
地域医療を学ぶことは研修医にとって不可欠と考えます。

ゆったり ○

氏名 菅原　由至

出身大学 広島大学

卒業 平成 3 年

土日祝の宿直 月 程度

ふりがな すがわら　ゆうじ

土日祝の日直 月 程度

当直の有無 無し

平日の宿直 月 程度

１日平均入院患者数 185.8 人 令和 5 年度実績

病床数 240 床

○ 自家用車での通勤 駐車場代：　無料　

○ 病院食等の提供 夕食のみ提供可能（食費：400円／1食）　
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×） ※要相談

9．研修期間中にできること

（ ）

10．研修医が経験できる可能性のある手技

（ ）

11．研修医の勤務時間 (小児科に所属して研修する場合）

12．宿舎

〇 宿舎駐車場 × その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

〇 寝具 〇 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ） 〇 エアコン

休日

〇 宿舎 （宿舎費用： 0 　円／月

健診
予防接種

など

健診
予防接種

など

健診
予防接種

など

健診
予防接種

など

健診
予防接種

など
休日

外来
病棟回診

外来
病棟回診

休日 休日

午後 （ 13:00 ～ 17:15 ）

午前 （ 8:30 ～ 12:00 ）
外来

病棟回診
外来

病棟回診
外来

病棟回診

× その他

月 火 水 木 金 土 日

〇 心臓血管エコー

〇 気管支鏡 〇 ＩＶＨ 〇 腰椎穿刺 〇 創傷処理

〇 上部内視鏡 〇 下部内視鏡 〇 腹部エコー

× 虐待 〇 在宅医療

× その他

〇 予防医療（予防接種を含む） × 回復期のリハビリに関する業務 × 分娩

２月 ３月

〇 死亡診断書の記載

× 住民の健康講話等 〇 地域医療行政との交流 〇 社会復帰支援

8．外来研修が可能な日数 週に 2.5 日

× アドバンス・ケア・プランニング × 緩和ケア

× × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

１２月 １月

× ２週間 〇 １か月 × ２か月 × ３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

１．医療機関名 公立相馬総合病院

　　（住所） 福島県相馬市新沼字坪ヶ迫１４２

２．常勤医師数 22 人 （令和　6年　9月　1日現在）

５．標榜診療科

内科,消化器科,循環器科,呼吸器科,腎臓・内分
泌内科,糖尿病内科,小児科,外科,整形外科,泌
尿器科,皮膚科,産婦人科,耳鼻咽喉科,形成外
科,脳神経外科,心臓血管外科,眼科,麻酔科,放
射線科,リハビリテーション科

年度実績

４．研修受入上限人数 1 人 ／ 月

３．1日平均外来患者数 約 408 人 令和 5
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13．自家用車での通勤

14．病院食等の提供

円／食

15．入院施設について

床 （ 令和 6 年 月 1 日現在 ）

月 2 日 月 1 日

16．指導医のプロフィール

17．研修医へのメッセージ

18．研修スタイル

ガンガン

　当院は福島県相馬市にある病床数１９８床の中規模病院で、相馬市と新地町が設置する公的病院で
す。当地域唯一の総合病院であり、地域住民の健康を支える中核病院として日夜診療に取り組んでい
ます。唯一の総合病院であるがゆえにその果たす役割は大きく、救急医療を中心とする急性期医療か
ら慢性期医療まで多種多様な患者の診療にあたっています。
　基本的な知識や技術ももちろんですが、研修医の先生方にぜひ学んでいただきたいのは、地域の医
療を支えるというのは実際にどういうことなのかということと、少ない医療資源の中でそれを頑張って
行っている医療従事者としての私たちの矜持です。東北地方には九州とはまた違う文化、風習があり
ます。遠く離れた地ではありますがその中での研修は先生方にとってよい経験になると思います。ぜひ
福島にいらしてください。

ゆったり 〇

卒業 平成 3 年

専門分野 小児科

ふりがな いとう　まさき

氏名 伊藤　正樹

出身大学 福島県立医科大学

当直の有無 有・無・希望制

平日の宿直 程度 土日祝の日直・宿直 程度

9

１日平均入院患者数 114 人 令和 5 年度実績

〇 病院食等の提供 食費： 540

病床数 198

〇 自家用車での通勤 駐車場代： 無料
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